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英会話と言文不一致

なんで会話，会話といって大騒ぎするので

しょう? いままでふつうに英語教育でいわ

れてきた四技能，読み書き話し聞くのうちの

手薄だ、った聞く話す能力を強めればよいこと

でしょう? といってもなかなかなっとくし

てもらえない。その背景には根強い「言文不

一致Jの歴史があると，わたしは思う。

長いこと日本語は言文不一致であったの

を，明治の偉大な文学者たちが大変な努力で

言文一致の文体をっくりだした。ここには日

本国の生存をかけての近代化の問題がかかっ

ていた。いま英語コミュニケーションといっ

てさわいでいるひとたちも このグローバリ

ゼーションの時代に日本の生存が英会話能力

にかかっているような危機感をお持ちなので

片桐ユズル

しょう。しかしその解決策が言文一致の方向

をむいていません。

実は英語は世界の言語のなかでも，もっと

も言文一致っぽいものなのです。それがひと

つの理由でもあって，現在の世界共通語的な

位置を獲得しました。しかし多くの日本人は

なんとなく言文は不一致なものであるような

意識を強く持っていますから，英「会話jは

普通の英語とは別に練習しなくてはならない

と思い込んでいるようです。しかし何でも見

てやろうと世界中を股にかけ，爆撃される側

のフツーのひとたちとの連帯をつくってきた

小田実は教科書以外の英語はいっさい習った

ことがなかったのでした。英語は言文一致で

すから，書いてあることを口で言えば会話に
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なります。*

しかし英語を教える側でも，言文不一致を

強調するひとたちがいました。「言語は本質

的に話しことぼであるJとして言語学は出発

したものですから，書きことばとの相異を指

摘することが面白くてたまりませんでした。

綴り字と発音の不規則な関係は英語の難点

のひとつですが， これを記述するために発音

記号がつくられました。昭和のはじめに来日

して以来長いこと日本の英語教育に影響をあ

たえつづけていたハロルド・ E.パーマには

『英会話の理論と実際~ (開拓社. 1947) と

いう本があり，これこそ科学的な信頼おける

方法だと思って私はとびつきました。すると

「もし現代の英国人が十七世紀に引き戻され

たと仮定したら，社交上の極めて簡単な会話

をするのにさえ，非常な困難を感じるであろ

う…もし，英国人が自分の国語を誤用して

『不体裁なものとなる』としたら，外国の英

学生が自国語とほとんど類似点のない英語を

使う場合にいかに『不体裁なものとなる』か

は言うまでもないJ(pp.40-41)。これを読

んでわたしは[英会話Jをあきらめた。

一方アメリカではミシガン大学のフリーズ

などが新しい言語学にもとづいて，電話での

会話をかたっばしから録音にとり，それにも

とづいて Structure01 EngJish (1952) を

書き上げたとか聞いた。これこそほんとうに

Grammar of Spoken Englishだと期待し

たが，なかみはそれほど今までの文法とちが

うものではなかった。

けっきょく終戦後にわたしたち世代を解放

したのは 5文型という考えで， これをひろ

めたのはHowto Write Good EngJishと

いう文法を教える検定教科書だ、った。文型さ

えおぼえればよいというのは， これは便利だ

とJ思ったし，すでにパーマたちからはじまっ

ていたが，彼らは二十いくつも文型があると

いっていて， これは多すぎた。ところが，す

べてのことが，たった 5つの文型で言える!

これは画期的なことであった。ところが 5

文型は今ではすごく評判が悪い。たぶん文型

を使ってものをいう練習をするのではなく

て. This is a hatとHegot a hatはちが

う文型だぞ，というような分類をさせて，生

徒いじめの道具になっているのだろう。そ

れにくらべて BASICEnglishでは，すべて

は"1will give a hat to him"の 1文型で言

えるというのだから，こんな便利なことはな

多少のぎくしゃくはあっても，なかみさえ

伝わればよいではないか? 英語を母語とし

ない話者として，わたしは『不体裁』に居直

ることにした。なかみさえ伝わればよいとい

うことについては. I.A.リチャーズの意味

の四分法にサポートされた(くわしくは「も

のそのものと向かいあう英語入門期の指導J.
京都精華大学紀要. 28号. 2005年)。京都

精華大学事務室で電話がかかったとき，外人

講師とやりとりしている私の英語がすっかり

わかったと職員たちがいっていた。ユズルさ

んは英語でしゃべっても，いつものユズルさ

んでいるから安心していられると友人がいっ

た。世の中には英語でしゃべると別人みたい

になる人がいるのですね? それが「英会話J
を何か特別なものに思わせるのだろうか?
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明治以来の言文一致の動きは敗戦によって

仕上げのチャンスが来た。それまでわたした

ちは古い「かなづかひJと漢字を 4000字も

おぼえなくてはならないことで苦しめられて

いた。これら表記法の改革はアメリカによる

押し付けだというひとたちがいるが， じつは

戦前戦中からこの不一致をなんとかしなくて

はならないと考えるひとたちは何人もいた。

BASICは彼らに刺激をあたえた。たとえば

英文学者，土居光知の「基礎日本語J(1933) 

はふつうのひとが考えをやりとりするた

めの文体をつくりだそうとした。 EngJish

Through Picturesの英語は書きことば的だ

として記述言語学のひとたちは笑い物にする

が， じつはオグデンが BASICを成立させる

にあたって，当時のアメリカ人の話しことば

で多用されていた "get"のお世話になってい

た。言文一致は書きことばと話しことばのす



り合わせであるから，両側も多少の不満はが

まんして，より高度な統合をめざしたいもの

である。 (3/27/2009)

*特別に「会話Jを勉強しなくても，けっこ

う通じさせることができた例として，次の

ような物理学者がいた。

尾崎[敏]は，大阪 ・船場の繊維問屋に生

まれた。小学 6年の時，太平洋戦争が始ま

る。戦後，大阪大理学部の学生になった。自

宅が米軍に接収され，お隣に米国軍人が住む。

中学時代に習った英語を使ってみると，けっ

こう通じる。阪大を訪れた米国人教授の通訳

をしていると留学を勧められた。 55年春，

米マサチューセッツ工科大へ。加速器の実験

に取り組む。一朝日新聞夕刊 1009年4月

15日「人脈記，素粒子の狩人⑧J

他に面白い例をわたしは 2005年に書いた

「ものそのものと向かいあう英語入門期の指

導jにのせたが，おぼえていないひとが多い

かもしれないので次ぎに再録する。これらが

英語のプロの発言でないことに注意。

鯨が魚でないのは馬が魚でないのと同じで

ある事は覚えていても，使える英語とは無縁

であった企業戦士たちが，かつての日本経済

隆盛を支えた。文部省が使える英語を教えろ

と全国の大学に命じて以来，戦士たちの発音

は良くなったが内容は消滅した。それが長期

不況の一因といってもいいすぎではない。

文法重視教育は二十五年前に深夜のシカゴ

で私を幸福にした。バーの主人に煙草を注文

した私に何がいいかと彼は聞く。何でもよい，

煙が出さえすればと，私は見事に答えた。す

ると一同は私をあたかもケンブリッジから迷

いこんだ青年であるかとみなし，私は一同の

敬意と温かさのなかで時を忘れた。夜ふけに

帰るとき，客の中の一人は私が明日まで存在

するか存在しないか，それが問題だといって，

ホテルまで送ってくれるほど十分に親切だ、つ

-3-

た。…(小泉允雄，朝日新聞， 1998年 8月

5日夕刊)

会話信仰はネイティブ信仰であり，すなわ

ちネイティブのいうとおりにしゃぺらなくて

はならないという信仰にいきつく。しかしネ

イティブとはどんなものなのか?

日本人にとって，英語が分からない国が欧

州にふたつある。英国とアイルランド。上手

すぎて理解しがたいのだ。そのアイルランド

に出張しダブリンのホテルでチェックインし

たときのことだ。一団のグループ客がどやど

やとはいってきた。見るからに米国人だ。急

に騒がしくなった。何かもめている。「日本

の方ですか。どうもアイリッシュの英語がわ

からない。あなたが通訳してくれませんかJ
フロントのアイルランド人は私を見た。「そ

うだ，助けてくださいませんか。このヤンキー

たち何言ってんだか全然分からない…J日

本人の英語は最もインターナショナルなのだ

から，もっと自信と誇りをもっていいのでは

ないだろうか。(吉本卓郎，朝日新聞日曜版，

1998年 7月 19日)

あなたの英語はアメリカ英語に毒されても

いないし，イギリス英語でもない。文法の誤

りは少ないけれど，ちょっとフォーマルです

ね， と批評されていた藤川鉄馬さん(欧州復

興開発銀行日本代表理事)はついにこう結論

した。「イギリスで，地元ロンドン子の英語

は別の世界の英語である。地方の人の英語は

ひどいなまりがある。あれは絶対に英語では

ない。アメリカ人やイギリス人にいいたい。

発音も正しく文法もきちんとした英語をしゃ

べってほしい。そうすれば ぼくらだ、ってわ

かるのに。(朝日新聞， 1993年4月10日夕刊)

いまやネイティブの英語はだらしなくて見

本にしてはならないのだ。そんなときにオバ

マ大統領の英語は救いである。

(京都精華大学名誉教授)



つながりについて
自分のケア，相手のケア，場のケア

身体の緊張，自分の状態を知ること，自分

自身とのつながりから場のほつれへ。

1. 感覚を使って自分を知る。

私たちのように人と会う仕事は，伝えな

いといけないことがある反面，自分のコン

ディションでそれがうまくゆくこともあれ

ばそうでないこともあるし，どうしても苦

手な人がいたり，逆に楽しくなったりして

伝えないといけないことがおろそかになっ

たりすることもあると思います。自分の中

にたしかにあるいつもの自分の感覚，ふり

このように柔軟な自分の感覚，軸の感じの

ようなものがあると安心できるように思い

ます。もちろんこれは日々のエクセサイズ

が必要なものであって，完全というものは

ないのかもしれません。

新学期や新しい職場で勤務するとき，期

待で胸が広がっていて，まわりの風景や同

僚や生徒との会話のすべてがはっきりと，

楽しくとらえられたりします。逆に疲れて

いると，風景は暗く，仲間の話もどうでも

よいようなそんな気分がしてきます。こん

な新学期や新しい職場でおきている感覚の

ゆらぎは， 日常生活でも，いつも細かくお

こっているようにおもいます。好きなもの

に向かうときの私の感覚と苦手なものに向

かう私の感覚，チャレンジしようとしてい

る私と逃げてしまおうと思っている私それ

ぞれの感覚の違い，この感覚に気づくこと

は自分自身の理解にもなりますし，無意識

的な自分の行動を吟味してゆき，変化して

ゆく際の，とても大切な手がかりになるよ

うにおもいます。

佐藤 文彦

2. リラックス，膜想

仕事帰りの仲間との食事や，運動，映画を

見たり，音楽を聴いたり，アロマをたいたり，

リラックスできる場所や時間を持つことは大

切です。緊張場面にいると心理的，身体的な

不都合がおきてくることは学術的な知見から

も知られているとおりです。
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私のおすすめは趣味やのんびりできる時間

を大切にすること。そして，膜想の時間で

す。膜想、というとおおげさなのかもしれませ

ん。すこし目をつむって自分自分に注意をむ

ける，そして同じだけまわりにも注意を向け

てゆく，そんな時間です。呼び名は何でもよ

いとおもいます。気持ちと身体，外界とのつ

ながりを確認する。いろいろな事に追われる

ようにして，忙しくすぎてゆく毎日ですから，

こんな時間がもてるのはわたしにとって大切

なことですし，自分自身の感覚を取り戻すの

に役に立つように思います。そしてわたしに

とってはなによりうれしいことです。

リラックスして座っていると，からだのい

ろんな部分の緊張に気がつくと思います。左

右差とか，首や腰の緊張とか。

ここがきついなぁとか， 自分はいつもここ

に緊張があって'" ，と思うかもしれません

が， こだわらない方がよいように思います。

柔らかく注意をはらうというか，のんびり眺

めているような心持ちがちょうどよいように

おもいます。好きな運動をしたり，楽しいこ

とをしているときと同じ様な熱感，生きてい

る感覚とか，普段感じられない細やかな感覚

も感じられるかもしれません。これは面白い

と思います。運動をするのもよいですが，ほ

とんどなにもしない場面での些細な感覚に注



意をはらう。つまり自分自身に感覚に注意を

向ける時間があるのはよいようにおもいま

す。

忙しいと仕事ややるべきことにばかり注意

がいって，からだはもちろん，気持ちとから

だのつながりがうしなわれてしまうようにお

もいます。ですから散ってしまった注意を一

度自分に戻す時間といえるようにもおもいま

す。

落ち着くまで時間がかかったり， リラ ック

スできないときもあるとおもいますが，それ

はそれでよいように思います。ゆったりとそ

の思いに気づくだけでよいとおもいます。自

分は今こうしているな，今日はこうなんだな，

お疲れさんと。

普段の意識的な生活，つまり自動的にお

くってしまう部分以外のところに気づくのは

とても大切なことだとおもいます。こんな風

にして自分は動いているのだなとか，無駄な

力を使っているなとか。感覚に対する気づき

は，細やかに自分を知ってゆくこと，そして

自分を生かしてゆくことにつながるようにお

もいます。

3. 安心感

座っているとき，座りここちがよく，そ

して自分自身が安心できる場所をつくって

ゆくのはもちろん，その中で自分の好きな

イメージや音楽のことを思うこともあるで

しょう。もちろん自然にその場面が思い起

こされることがあるかもしれません。私を

例に話すと，川のせせらぎが好きです。子

どもの頃によく川で遊んだことが関係して

いるのかもしれませんが，川の流れ，せせ

らぎは私にとって安心するイメージです。

一時期，川を含めて，あまり幸せなイメー

ジと一緒にいると，ばつがわるいようなそ

んな風に感じることがありましたが，ただ

うれしいままにその喜びを感じることも暮

らしてゆく中で必要だ、し，大切なことだと
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感じています。感じ方自体も変化するもの

だと思います。

相手のケア

1.安心感

自分がその人のまえに立つとき，できる限

り安心してほしいとおもいますし，私自身も

安心していたいとおもいます。つい何か課題

があると人は身構えてしまうとおもいます。

その時の思いは人それぞれなのでしょうが，

できなかったらどうしようとか，どうでもい

いやとか。何かの課題をこえるためのちょう

ど良い緊張の感覚を保つには，やはり安心感

が必要だと思います。で、きなかったりしても，

何が起こってもその場にいられる，すくなく

とも私たちはそのまま安心しているというよ

うな。このことは一見簡単そうですが，むづ

かしいですよね。自分の中に自分流に解釈し

たことによる緊張が走ったりします。ここで

の発見も多いようにおもいます。

2. いつもの私の感覚

やわらかくリラックスしながら相手の話を

きくこと， これは面白い経験です。リラック

スしていると余分な緊張がないからでしょう

か，自然な自分自身に近づくように思います。

面白いなとか，そうかなとか，疑問点とか，

昔のことを思い出したり。こうしたいなとこ

れからの事を考え始めたり。これは自分自身

のことをよく感じられている瞬間のように思

います。ただリラックスがきまり，ず、っと続

くならいいのですが すぐ揺らぎます。いろ

いろな緊張が走ります。自分がどんな風に感

じているかを吟味することもできるでしょ

う。ここでもたくさんの発見があるように思

います。

また友人との会話などリラックスがきまっ

たときのことを思い起こすとよいかもしれま

せん。友人との会話は豊かですね。こいつま

たこんな事いってるとか， こんな風に感じる



んだとか， こういうのが好きなんだな，嫌い

なんだなとか，自分もそうありたいなとか，

友人とのリラックスした会話は，本当に交流

がおこっている素晴らしい時間だと思いま

す。

しばらく仕事をご一緒させていただいた

先生方と食事に行って，お話をするなかで，

ひとことづっコメントをするようになりま

した。私は何をはなそうか考え始めました。

こういう時は当たりさわりのない話をして

いつも終わるのが関の山なのですが，私に

「佐藤先生，コメントをくださいJとにこつ

と私へなげかけてくださった声と雰囲気に，

私は丁寧に存在を認めてくれた感じがしま

した。私はこの先生が先生の中で感じてい

るものはなんなのだろう。そしてこれを私

だけではなく，出会う生徒さんにも毎日の

ようにさし出しているのだろうと思いまし

た。

場のケア

1.話題のためのケア

これまでお話ししてきたとおり， リラック

スして自分自身を感じられ，交流が進むため

には，安心感が必要であるようにおもいます。

複数の人と話を始めるときには，共有された

コンテキストのケアが安心感を作ることに役

立つように思うます。例えば，時間的なつな

がり。昨年の今頃のことでもよいでしょう

し，この季節のことでもよいでしょう。もち

ろん先週のこととか。場所のつながりもそう

でしょう。この部屋で， この並び方などもそ

うでしょう。課題のつながり，達成したこと，

チャレンジを必要とするものもそうでしょう

し，面白いこともそうでしょう。そのときに

われわれ自身を含めた参加者の状況を確認す

ることは，自分自身の感覚に注意を向けるこ

とになりますし，安心感とともに，次に話す

ことの意味をささえてくれるものだとおもい

ます。
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2. 場に私をおさめる為のケア

集団の場でおることは，自分自身のケアで

おきることとほとんど変わらないと思いま

す。ただ動きの中でいろいろな解釈や，緊張

が生じますし，スピードが速い。そして自分

自身の癖が個性的にでる場面だと思います。

例えば，話したくない話題 イメージ(人の

声，表情なども含めて良いように思います。)

に対する立ち方，構え方，声のとおり方な

ど，緊張のポイントがあると思います。これ

はゆったりと吟味してゆくなかで気づくこと

が多いと思います。より楽にあり，安心する

ことを第一の目標として緊張を処理してゆく

ことを繰り返してゆくとよいようにおもいま

す。

3. 個性的な私，自分自身を知ること。

リラックスして，その場にいられ，友人と

会話をしているかのように交流できれば，そ

こにのってさまざまなやりとりができるのだ

とおもいます。自分自身の大きめな緊張を処

理しながら，今の自分に適切なバランスのポ

イントを探してみると，自分が楽に呼吸して

いることや楽に発声していることを確認でき

るかもしれません。なかなかしつこい緊張も

発見するかもしれません。感覚を通して，楽

な部分を探してゆくことが大きな大切な手か

がりだと思います。

かすかな緊張や感覚の変化をたよりにして

ゆくと，ある場面では，自分が話したいこと

に対しての自分の感覚に気づくことがあった

り，また，それを話したり，やりとりしてい

る自分の感覚の変化に気づくこともあるかも

しれません。こまかいこの変化にも注意をは

らうのはとても面白いと思います。そしてさ

らにどうしてゆきたいのかをその場で感じて

みる。

私自身，さまざまな緊張をたくさん残して

いますが， 自分の中にあるさまざまな部分を

知っていながらのリラックスが心地よく感じ



ています。今のところきついなと感じるとこ

ろも大事にすることが大切であるように思い

ます。これはすこし変な，個性的な自分を発

見することと同じで面白いと思います。同じ

ものを見ても感じ方は人それぞれ違うし，考

え方もみんな違うんだと思います。それでい

いんだなと。そもそもみんな同じでは交流は

起こらないだろうし なにも生まれそうにな

いですよね。未整理なすこし変な，個性的な

自分がいて，そこに興味をもっ。そして，自

分と同じように相手のその変な個性的な部分

にも興味をもっ。そこからの発見が，自分が

参加しているその場が未来へ進むためのほつ

れのように感じています。

これまでのお話はたぶん実際は誰もが普段

からやっていることを書いているだけのよう

に思います。読んでくださったみなさんは生

活のさまざまなことに，どんな感じ方をして，

どんな風にすごしていますか?お会いするこ

とがあったら私にも聴かせてください。

(佐藤臨床心理士事務所 臨床心理士)

『メディアとしてのベーシックイングリッシュ』を読む

英語の先生や英語のよくできる人たちに，

『絵で見る英語』がどんなに簡単でわかりや

すいかを説明すると，英語の習得がむずかし

いといっておきながら， rおもしろくないJr大
人がそんなこと一生懸命やるはずがないJと

言われる。

何がおもしろくないのか，わからない。話

題がおもしろくないとおもしろいと d思っても

らえないのか。ならば，熊の絵が出てくる『絵

で見る英語・第一巻』の 6ページから 7ペー

ジや，拾ったお金で買い物をしてしまう 58

ページから 81ページはおもしろそうなもの

だ。

しかし，そのおもしろさは，物語の展開が

予想外であることがおもしろいのであって，

英語の習得がかんたんになるわけではない。

予想外のおもしろさに生徒の関心をひきつけ

て，英語の難しさから眼をそらさせることは，

決して英語取得の難しさを軽くするわけでは

ない。外国語習得の過程そのもののおもしろ

さとは，関係がない。熊の話や，広いもので

買い物をする話を読んで，生徒から笑い声が

起こるのは，学習したことが実感できる楽し

さだ。英語の習得，外国語の習得の難しさは，
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黒漫 文 子

難しさという困難がなくなれば，解決するの

ではない。外国語習得の過程にある，知らな

い世界をかいくぐる困難そのものが楽しいこ

とであること，難しさが未知を既知に変える

おもしろさであることを繰り返し実感してこ

そ解決できるのだ。

わたしの，その思いは，どこから生まれ，

どうしたら，伝えられるだろうか。

この疑問をす、っと抱えながら， w絵で見る

英語j(注 1) を使って英語を GDMで教え

ることを続けてきた。ときどき，開けて対話

するように読む片桐ユズルの本の一冊『メ

ディアとしてのベーシックイングリッシュ』

(注 2) の中に， こんな文章がある。

「このホーンビーさんが作った Oxford

Progressive English Course for Adults 

という本はやっぱりつまらない教科書なん

です。 一見つまらないけれど，評判がいい，

その秘密はどこにあるんでしょうというこ

とになるんですが， (中略)このことを直

接ホーンビーさんに聞いた人がいたそうで

す。そうしたら，ホーンビーいわく， (中略)

“Language lessons can， indeed should 



be fun."おもしろいぺきなんだけれど，そ

れはやっぱり先生と生徒のあいだで起こるこ

とで教科書で起こることではないんです，と

言いました。J(注 3)

GDMの教科書『絵で見る英語』も，ペー

ジによっては，絵だけ見ても全くおもしろ

くない。そのひとつが， w絵で見る英語』の

24ページの“go" を教える箇所で，“He

will go to his house."“He is going to 

his house."“He went to his house."全

然ワクワクしない。 ドラマも起こらない。一

般動詞の未来形も進行形も過去形も“take"

で感動を持って受け入れられ“put"“give"

で十分に復習されているから，逐語訳で“go"

を「行く」だと信じていた大人の生徒にとっ

ては， ドラマチックだが， この方法で英語を

習い始めた子供にとっては， ドラマチックで

はない。予想は裏切られない。しかし，案外，

毎年，この“go"は，盛り上がる。なぜか?

私の教室には，机がなく，椅子は，前に向

かつて一列に並べられていない。全員がそれ

ぞれの顔が見えるように，輪に並べられてい

る。そして，英語で，全員に聞こえるように

言いさえすれば，いつ何をしても自由という

決まりになっている。

今年は， 2009年4月2日が転機となった。

“before"を教える前の準備の段階の授業

での出来事。

午前十時から始まったクラスで，私

が“1will go to the kitchen." と言った

ら，生徒がくり返し Y ou will go to the 

restroom." と言った。その瞬間，ひとり

の生徒が立ち上がって“1will go to the 

restroom."と言ったので この機会を使っ

て Questions-and-Answersの復習をしよ

うと思い，脇にいた生徒に，“Didyou go 

to the restroom today?"とたずねた。“Yes，
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1 went to the restroom today." と答え

が返ってきた。しかし，rこんな質問は幼稚

園じゃあるまいし，質問することなんかあ

るかな ?J と，英語の先生や英語ができる

人たちから「実践的でないJと批判される

のではないかという怖れが浮かんだ。そこ

で，次の質問を“Didyou go to a coffee 

shop today?"に変えた。運良く，その，私

の話しかけた生徒は，“Yes，1 went to a 

coffee shop yesterday" と答えてくれた。

そこで次に“Whereis the coffee shop? 

Will you give the name to me， please?" 

とたずねたら，“Thecoffee shop is in 

Excelsior. It is Shinjuku."と答えた。突然，

湧き上がる歓声。“Excelsior，"と納得の笑顔。

私は，ボードに質問を書き込む箇所を示し，

全員に質問を繰り返して，全員の情報がひと

目でわかる表を作るように，動作で指示しな

がら，頭の隅では，授業を予定に進める方

法を考えていた。 Didyou go to a coffee 

shop?"そんなに，習ってうれしいこと?も

う何ヶ月も前に，“go"は終わり， 一般動詞

の質問形の練習も see，say， haveを使っ

て終わっている。なぜに，こんなに受ける?

「なんのこっちゃ ?J

同じ日の夕方 7時半からのクラスでも，

生徒がトイレに行こうと立ったので，私から

“Will you go to the restroom?"と質問を

した。さらに，右手で合図を送って，彼に同

じ質問を繰り返すように他の生徒にうながし

た。全くもって，やらせの練習だ。「できる

だけ先生はしゃぺらないで生徒がしゃぺらな

いようにするとか，あるいは questionをし

ないで， しかも生徒が自然に何か言いたくな

るようにもっていくとか，わたしたちも工夫

をこらしていますJ(注 2) なんて言えたも

のではなかった。それでも，生徒たちは，す

ぐ，間違えずに答えられるようになったこと

を喜んでいるように見えた。私は，柳の下



の二匹目のどじょうを狙って“Didyou go 

to a coffee shop yesterday?"ときいてみ

た。“N0， 1 did not go to a coffee shop 

yesterday." Iあらら番狂わせ!でも行った

人も中にはいるでしょうJと思い午前中と同

じ復習を行った。すると聞こえるのは“No，

1 did not go to a coffee shop yesterday." 

ばかり。「あちゃちゃ， 一種類の質問しか復

習できない。Jところが，生徒たちは，うれ

しそうに，表を，仲間の返事で埋め込んでい

る。全員に“Didyou go to a coffee shop 

yesterday?"と聞くと，聞こえる声は，“No，

1 did not go to a coffee shop yesterday" 

「小さな声を聞き逃したかもJと何回も質問

を繰り返す。しかし繰り返すたびに，“No"

と答える声は大きくなっていく 。私の予想が

外れていることが わかってうれしそうな

大声だ、った。“No"と言った生徒を全員集め

ると，取り残されたのは 一人だった。そ

の，たった一人は YES! 1 went to TWO 

COFFEE SHOPS yesterday." と負けじ

とばかりに大きな声で言った。“Oh" と叫

ぶのは，喫茶店に授業の前日行かなかった

人たち。たったの一人の生徒も“1went to 

Excelsior and Starbucks yesterday." と

うれしそうだ、った。

この日から， Iこんなに できるようにな

るなんてねえJIけっこういいたいことが言

えるねえJI自分たちもけっこう英語ができ

るねえJという声が授業後あちこちで聞こえ

るようになった。自分の実感を，すぐ英語で

表現でき，限られた仲間とであっても情報を

伝え共有できている実感が持てたからだろう

と思う。

『絵で見る英語』も， Holnbyの教科書と

同様， 一見そっけないけれど，生徒同士の大

切な interactionが生まれやすい教科書であ

ることを改めて感じた。
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D.ソローは『森の生活j (注 4) で

「私が知っている中年のきこりは，フラン

ス語の新聞をとっているが，本人に言わせる

とニュースを読むためでなく(そんなものは

とっくに卒業しているそうだ)，カナダ生ま

れなので， wフランス語を忘れないようにす

る』ためだとういう。では君がこの世でやれ

るいちばん立派なことはなんだと思う，と聞

いてみると，そのほかに英語の勉強を続けて，

語学力を身につけることだという。大学出の

人間のやっていること，あるいはやりたいと

おもっていることにしてもだいたいこの程度

のものであり，彼らはそのために英語の新聞

をとっているわけだ。Jと言っている。ソロー

の住んでいた Concordは Bostonの近くだ

が，わたしは， この「きこりJの立派さを維

持するためだけの語学力から離れて生きてい

きたい。 (GDM英語教授法研究会会員)

注 1W絵で見る英語j(IBP) 

注 2Wメディアとしてのベーシ ックイング

リッシュ』片桐ユズル著 京都修学社

1996年 4月 30日第 1冊

注 3向上 39p.

注 4W森の生活・上j190p. H.D.ソロー著

飯田実訳岩波書庖 2004年 11月

5日第 16刷



『話し合い，学び合う試み』一大学の授業 (GDM教師養成講座)

松川 和 子

これは 08年 9月から 09年 2月のプール

学院大学 「初等英語教育J(GDMによる小

学生高学年の英語指導)の中級 II，及び上級

IIの授業で、行ったある「試みJの報告である。

その「試みjとは，これまでの「教師が全て

をコントロールし，教え込む授業モデルjか

ら， I教師は見守り役となり，学習者同士で

コミュニケーションを取り合いながら教え，

学び合う授業モデルJへの転換の試みである。

具体的には，後期のカリキュラムに初めてグ

ループごとの「話し合い」や「デモ練習Jを

取り入れ，授業後の「振り返りJを「読み合

うj作業やリハーサル及び模擬授業の「コメ

ントJ交換により，学習者同士が情報や「気

づきJを共有し，重層的，相互作用的な学び

を通して指導者としての望ましい技能や態度

を育成する「試み」である。その成果を発表

する場として受講生一人一人が模擬授業を行

い，その Teachingplanと「学びjを最終

レポートにまとめた。

この小論で、は中級 IIの授業に焦点を当て，

新たな「試みjを取り入れるにいたった背景，

授業のあらましj振り返りJや「最終レポー

トJに表現されている彼らの学びの軌跡等を

紹介し， I大学の授業評価アンケートJも含

めて今回の「試みJがどのように受け入れら

れ，そして良い成果を生み出したのかどうか

検証したいと思う。

(1) r話し合い，学び合う試みJを取り入れ

た背景

「教師が適切な課題を与え，個々の学習者

をうまくコントロールしなければ学習者は学

ばないJという考え方から「学習環境を整え

れば，学習者は自らの課題を見つけ，学習者

同士が学び合う中で自らの知識体系を築いて

いくJという考え方へ筆者の意識を転換させ

たものは大きく 2つある。

1. 学習者に対する意識の変化

2007年 4月から 2008年 3月の松浦克

己教諭(小牧西中学校)の小学校 6年生の

GDMによる英語活動を 1年間観察 (2008

年松川)し， I学習者は有能であり，信頼に

たるもの， 自ら学ぶものJであるという感想

を得た。生徒達は 45分間(ライブはそのう

ち25分程度)に毎回導入される言葉や文章

に懸命に取り組み，自力で英語の体系を積み

上げていった姿は私の学習者に対する意識を

大きく変えるものであった。また上越教育大

学の西川純教授が提唱する「学び合いJに触

れたことも学習者を見直すきっかけとなっ

た。この考え方を知ったのは 2008年 7月

の朝日新聞の記事の I~学び合い』で支え合

うJと題した群馬県高崎市八幡小学校の授業

報告を通してであった。その後西川教授の著

書 (2004西川) (2002年西川)や紹介され

ていた研究室のホームページのいくつかの実

践例を読むことで「環境を整えれば，学習者

は自ら学ぶものj という思いが強くなった。

著書 (2004年西川)の中で西川教授は次の

ような院生のメールを紹介している。これは

その院生が小学校で、の実践研究を行ったとき

に西川教授に送ったものである。

「昨年の現場研究で『教える』ことをやめ

たら子どもたちのすごさに出会うことができ

た。そしてそれをじっくり見つめる時間がで

きたから，たくさんの感謝，感激することが

できたのです。けっして私の狙った通りに動

いたことをほめたのではありません。むしろ

それ以上のことを連発する姿に感動したので

す。J(p.42) 
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2. 短期間に GDMの理念，指導技術や態度

を養わなければならないという必要性

GDMは優れた教授法であり，適切に指導

すれば，学習者が確実に正確な英語運用能力

を身につけることができるが，指導者養成は

簡単ではない。養うべき主な技能や態度とし

ては，①復習から導入，練習へと学習者の

負担を少なくしつつ， SEN-SITSを用いて，

活発な生徒の発話を引き出す力。②学習者の

理解を常に測り， I教え込むJのではなく学

習者同士が学び合うよう導く力などが上げら

れる。これらは受講生にできるだけ「生徒役J
「教師役Jの機会を与えて，少しずつ習得さ

せていく内容であるため，短時間での学習は

難しい。本来「初等英語教育Jは 2年間に

中級 1，II上級 1，IIを履修する形式にはなっ

ているが選択科目でもあり IIの登録に Iの

履修を義務付けていないのでどのコースも毎

回新規生を受け入れている。今回取り上げた

中級IIも前期中級Iからの継続生が3分の 1，

そして 3分の 2は初めて GDMに触れる新

規生であった。つまり中級 IIの授業は中級 I

の学習内容の指導もしながら同時に IIの内

容を習得させなければならない状況であっ

た。その上，半期 14回の内， 4回は評価対

象の模擬授業とそのためのリハーサル，コー

ス途中での模擬授業準備やビデオ鑑賞，最終

の「まとめjに2回取るとなると， 8回の授

業でできるだけ効率よく，深く， I生徒JI教
師J体験をさせる必要があった。そこで考え

たのが今回の「試みjである。継続生にアド

バイザ一役を担わせれば，新規生と継続生の

問で経験の共有がグループの数だけ同時に起

こりうるのではないか? 継続生にとっても

グループでの教え合い，学び合いが既習事項

の確認となり，さらに GDMの理解を深める

のではないか?

また， 2006年， 2007年のNewsBulletin 

に書いたように， これまでの小学校で、の実習

や模擬授業の中で受講生達は筆者が考える以

上に指導者としての種々の技能をしっかりと

掴み取ってきた。例えば， 2007年の News

Bulltinでは「自分自身の頭と生徒の頭を一

致させ，同じものを理解しあうことの難しさ

を痛感した授業でした。ただ良かったことは

生徒がどれくらいのスピードで理解してい

くのか自分自身が考えつつ教えることがで

きたことです。JI (前略)このように spoon

の位置を変えて 2つの文で状況を言うこと

でコントラストをはっきりと生徒に見せる。

生徒の頭の中で in，onだけが違うことで状

況が変わることがわかりやすくなる。しか

し，生徒に発言させる際は生徒の位置から見

たときの文章が Thatになること onはい

ろいろな側面にくっつけて見せること。 in，

onははっきりとコントラストを強調して発

音することなどに注意する。この後，生徒の

前に spoonとglassを持って行き発言させ

る。このとき，教師は何もせずに生徒に状況

(situation)を作らせ，発話させることが大

切である。J(p.29) I自分は何か，相手は何か，

どんな場面なのか" ，子どもたちは常に考え

る必要性があり，その中で答えを探し，予想。

やがて子どもたちは『分かつた』とか『できた』

と答えを発見し，英語を操るという面白さに

気づく。子ども自身が場面を英語で切り取る

ということが GDMのポイント。英語を楽し

むことにつながっている。『楽しむ』という

ことこそが重要なポイント。J(p.30) など

の文章が見える。個々にこのような素晴らし

い学び、を行っている受講生同士をグループに

し，彼らにまかせてみれば短期間に成果が生

まれるのではないか?こういったことから

今回この「試みJを取り入れてみようと考え

たのである。

(2) r話し合い，学び合う試み」を実施する

ための方策

《教師の姿勢:r教えるべきJから「教えよう
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としないJへ。「見張るJから「見守るjヘ。》

今回の「話し合いJの具体的内容はグルー

プ単位に rTeachingplanを立てることJ
そして「プランに従い，復習から導入への手

順を練習しあうJといったものである。そう

して全員の前でグループの代表者がデモを行

うのだが，筆者が注意したことは運用の間違

いや発音のミスなどは指摘するがそのデモに

ついて教師としてのコメントは出さないとい

うことであった。教師がコメントを出してし

まうと受講生達の授業の「振り返りjに影響

を及ぼすことになる。学生一人一人の「気づ

きJを大切にその中から必要に応じて彼らが

自由に，答えを引き出すことができるように

と意図し，できるだけ教師は直接関与せず学

生たちにまかせた。

「学び合いJを提唱する西川教授は以下の

ように述べ，学習者の「分からないJを教師

は理解できないので「教えないJことを勧め

る。 (2004西川)

認知心理学的研究を行って， r教師は教え

られないJという一見以外な結論を得た。我々

は熟達するに従って，課題を速く正確にでき

るようになる。このことは一般常識に一致す

る。しかし，それを教えることはできなくな

る，ということを認知心理学は示している。

(中略)この結論を教室に置き換えるならば，

教科の熟達者である教師は全くわからない子

どもの「気持ちJも[理解の仕方Jもわから

ないという結論につながる。(中略)このよ

うな経過の結果， r学び合いJ研究(そして，

学習者相互作用に着目する研究)に移行した。

子どもであれば，わからない子どもの「気持

ちJも「理解の仕方Jも理解できる。さらに，

クラスにいる 30"-' 40人の子どもが教師と

なるならば，多様なわかり方(分からない原

因)に対応できる。 (p.16-p.17) 

また，そのユニークな教育法(教師は教え

ないで，自作の難問をひたすら考えさせる)

で多くの優秀な生徒を輩出している算数教室

主宰の宮本哲也氏は「見守る教育Jを提唱し，

2007年6月朝日新聞 opinion欄に rr見守

る教育』試してみようJのタイトルで次のよ

うに語っている。

「私たち大人にできることは子どもが伸び

る適切な環境と材料を提供してただ見守るこ

とだけです。(中略)解けた問題の数だけ学

力が上がるわけではありません。頭を使った

分だけ賢くなるのです。努力の見返りは結果

ではなく，成長だと考えれば難問に出会って

も怯むことはなくなるでしょう。j

(3) r初等英語教育中級 IIJ (14回各90

分)の授業記録

受講生は 15人:6名は中級Iからの継続生，

9名は新規生

評価:提出物(コメント・感想文)40% 

模擬授業の準備と発表 30% 最終レポー

ト 30%

Class-l 英語以外の外国語。 GDM，Basic 

English，およびカリキュラムの紹介。新規

生のため前期中級 Iの授業内容の前半 (EP

p.1 "-' p.7 1， You， He， She， It， They，そ

して here，thereの文章)を教師が GDMで

授業する。

Class・2 中級I授業内容の後半(p.8"-' p.11 

this， that， my， your， his， her， aの文章)

を教師が GDMで授業。その後グループに分

かれ，継続生を教師役とし再度それらの学習

をおこなった。授業の終わりに「振り返りJ(授
業で気づいた事)を書かせた。(約 5分間)

Class 3 ~ Class 8の6回の授業から「話

し合いJを取り入れ， ①~④の内容で行った。

中級 11では my，your his， her， a， This， 

That， These， Those， in， on，‘sの指導に

ついて学習した。

①前回の「振り返りJのコピー(これは教師

がワープロで打ち直し一覧としたもの。匿
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名)を配布，数人を指名し，声に出して読

むよう指示。全員で内容に目を通すがこれ

らの箇所について教師はコメントを与えな

い。提示のみとする。

② 3つのグループに分かれ「話し合いJ(導

入すべき語や文の teachingplanを相談)

を行う。継続生 6人は 2人ずつに分かれ

てアドバイザ一役をする。各グループでは

planが出来上がった段階で一人が選ばれ

て教師役となりグループ内で「デモ練習J
を行う。

③これら教師役の 3人がクラス全員を対象

に順にデモを行う。教師はこれらのデモに

関し，運用の間違い，発音のミスなど訂正

するが必要な場合は発言し学習者の注意を

促す。

④最後に各自が「振り返りJを書く。教師は

それを回収し次回の授業のためワープロに

打ちなおす。

Class 9 松浦克己教諭の小学校の授業のビ

デオ観察。模擬授業の担当者や箇所の取り決

め。教材，イラスト，カードなどの準備。

Class-l0 & Class-ll リハーサル:①個

人のデモ(ビデオに録画)②デモに関するコ

メント(良かったところ，改良すべきところ)

を書かせる ②録画したデモを全員で観察。

教師は運用の間違いや発音ミスを注意する。

全員のコメントは名前を伏せる形で時間中に

コピーしデモ担当者に手渡す。

Class-12 & Class-13 模擬授業 :①個人

のデモ(ビデオに録画) ②デモに関するコ

メント(良かったところ，改良すべきところ)

を書かせる③教師は運用の間違いや発音ミス

を指摘する。全員のコメントは名前を伏せて

コピーし時間中に担当者に手渡す。模擬授業

はリハーサルに比べて個人の持ち時間が長く

なるため，授業でのビデオ観察は行わない。

Class-14 まとめと FinalReportsの回収。

教師は全員のビデオを観察し，コメントをそ

れぞれの受講生に手渡す。これは受講生が成

績評価の一部となる模擬授業の評価を事前に

知るためである。

(4) まとめ

1. 毎授業後の「振り返りJに見る受講生の

学び ( )内の数字は言及数

2回目から 8回目の授業では毎回最後の 5

分間は「振り返り」を書く時間とした。名前

を伏せて全員の文章をプリントし，次の授業

で配布，声に出して読み， 目を通した。この

目的はその時の新鮮な個々の情報や感想を共

有し合うため，また受講生たちが最終レポー

トを書くために，後日それらを資料として利

用できるようにとの考えで行ったものであ

る。紙面の都合上，項目別にまとめて紹介す

る。

(a) 生徒の扱い

生徒に発言させることが重要(15)，生徒

中心に授業を進める (2)，多人数に平等に

答えてもらうようにする(1)，自主的にや

らせる(1)，子どものペースに合わせる(1)， 

子どもがわかっていることは言わせる。それ

が楽しい GDMにつながる(1)，生徒には

全部を教えるのではなくヒントを与えて導く

(1) ，みんなが授業に参加できるようにする

(1) 

(b) 教師の立場，態度

ほめることが大切 (6) 先生は全体を見

ることが大事(1)， (教師は)自分の置かれ

ている状況をどのように工夫して使うかが大

切(1)，先生ばかりが授業をやるとおもし

ろくないし，だらける(1)

(c)授業の組み立て

復習しながら，なるべく子どもに考えさ

せ，言わせながら導入を行う (5)，コント

ラストが大事 (4)， どういう風に教えると

よいか順序立てて教えていかないといけない

(4) ，細かいことはまだ教えず，最初はシン

プルにする(1)，生徒の答えを導くのはす
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ごく工夫がいる(1)，復習が大切(1)

(d) 身体の動き

アイコンタクトは重要 (5)，身体の向き

で意味が変わる (2)，表情や手を使って教

えることが大切 (2)

(e)英語力

イントネーションを良く (3)，英語力を

高める必要がある(1)

(f)受講生の理解

教えることは教わること，既習事項の再確

認になった(1)，頭でわかってるからそれ

を理解しているのではなく，人に教えること

ができて初めてそれを理解していると言える

(1) 

2. 今回の「試みJを受講生たちはどのよう

に評価しているか。

アドバイスを受けて参考になった。気づけ

ない所に気づくことができる (6)，良いこ

とを共有できることに感謝 (2)，楽しく勉

強ができた (2)，違うやり方を見て勉強に

なる (2)，自分の復習になる(1)，コミュ

ニケーションは協力があって成り立つ(1)， 

グループに分かれ，先生，生徒になって練習

したことが演習に役に立つ(1)，いろんな

意見が出てよかった(1)，他の人のいいと

ころを自分の GDMに取り入れたい (1)

以下の文章は筆者が特に印象に残った感想で

ある。

「今日は自分たちで考えなければならな

かったのでとても大変だ、った。でも，自分な

りに考えたやり方をするとだ、めだ、ったけど，

みんながいろいろアドバイスをくれたのでと

ても参考にもなったし， 1回失敗することに

よってどう教えていいのかをすぐ身に付けれ

たのでよかった。みんなの意見はとても大事

だと思った。もっとみんなの前で GDMをし

ていろいろな意見を聞き，子供たちに教える

ときに役立てたいと思った。J
「この授業のお陰で今まで話したことのな

い人たちと，自分の意見を言い合ったり，協

力して授業を学ぶことができたと思う。J
「授業は新しいメンバーが加わり，今まで

以上に楽しい授業だったと思います。受講生

が増えることによって， 自分への改良点が増

え，今度どうしていいか，いろいろ意見が飛

び、交って得られたものは多いと思います。(中

略)そして， この授業で出会った人達には本

当に感謝しています。授業をどう進めたらい

いのわからなくなった時，いろいろな案を出

して頂き，環境の良いクラスだ、ったと思いま

した。j

3. この授業の評価

大学からの要請で行われた授業評価アン

ケートの結果は以下である。

08年 11月， 6回目の授業後に実施。 15

人中 11人が出席していて全員が回答を寄せ

ている。これまではマークシート式のアン

ケートであったが今期は設問が 2つのみの

大変シンプルなものであった。全く記述しな

いことも可能だが全員が回答を寄せてくれ

た。

設問1. この授業のよい点は何ですか。設問

2.この授業の改善すべき点は何ですか。(回

答無し)

1.について 11人全員が言及。その中で「自

分たちJrみんなでJr楽しいjという語でく

くると 5人が以下のように答えている。つ

まり，半数近い受講生が一番印象に残る事柄

として協力して学ぶ楽しさやわかりやすさを

挙げている。

*みんなで楽しく授業ができるのでとてもい

いです。

*ただ、机にむかつて授業をするのでなく，自

分たちで作っていく授業なのでやっていて

とても楽しい。

*全員参加するところ。みんなで楽しく授業

ができる。

*教えられる側ではなく，教える側に立てる
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事。みんなでやるのでわからなくてもみん

なが教えてくれるのでわかりやすい。

*皆がフレンドリーで楽しい。

その他の意見 (6人)を簡単に述べると「実

技的で知識の吸収には効果的。Jrついていく

ため一生懸命聞き，全員あてられるので授業

に参加できるJr発表練習で，色んな場面に

対応できる力がつく Jr専門的なことが学べ

るJr自分の復習にもなるJr生徒の気持ちが

わかり，“先生"の経験ができるJなどであっ

た。

筆者がすべてをコントロールし，彼らにゆ

だねることが無かったとしたらこのように受

講生達が授業を楽しみ，お互いの成長を喜ぶ

ことができなかったと思う。今回の「試みJ
は短期間に指導者としての技能を高めてもら

うための「工夫Jではあったが，上記の m振
り返り』に見る学びjにあるように GD Mの

指導者の望ましい技能や考え方の基本を短期

間に身につけてくれたと思う。これは筆者の

予想を超えた結果であった。今回の「試み」

で、分かつたことは「教師の役割は環境を整え

ることであり，決して『教え込む』ことでは

ない。学習者を信じ，学習者に考えさせ，そ

れを基に実際に行わせてみることで学習者は

主体的に学ぶおもしろさを発見し，お互いに

コミュニケーションすることの楽しさを実感

し，自ら成長していく jということである。

ただもう一つ大切な観点を見逃してはならな

い。日本語を通じて学習し，それを暗記する

のではなく， r自らルールを発見し，自分の

立場から発信するjといった GDMによる学

習環境でこの「試みJが行われたということ

である。最も短い学生でおよそ 20時間(半

期 14クラスx90分)， 1年間受講の学生な

らその倍の 40時間，グループ，または全体

活動の中で彼らは「生徒Jであった。つまり，

常にクラスにおける自分の位置を意識し，周

囲の流れを読み取り，お互いの発話から学び

合うといった体験を積み重ねてきたというこ

とである。そういった土台の上に今回の「試

みJがなされ，成果を上げたことは注目すべ

き事柄である。 GDMが「生徒Jを活性化し，

より主体的な人間に成長させる教授法である

ことの一つの証明ではないかと思う。ひとり

ひとりが持っている力を十分に発揮させ，学

び合う醍醐味を体験させれば学習者は自ら成

長するといえるが，それを可能にする学習環

境を整えることは難しい。しかし，今回の「試

みjを通して， GDMはその条件を満たすも

のであることが実感できた。英語指導だけで

はなく，指導者養成においてもこれまでの「競

い合うJ教育から， r引き出し合うJ，r助け

合うJ教育に転換させ，より活き活きとした

学びを実現していくことが望まれる。 GDM

はそれを可能にしてくれる教授法の一つであ

ると思う。

(梅花女子大学短期大学部講師)
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小学英語活動講師 1年目

梅花女子大学短期大学部 此枝 洋子

o.序

2008年度に梅花女子大学近隣の茨木市立

豊川小学校で， 6年生を対象にして GDMに

よる英語活動の講師をした。筆者にとって小

学生に GDMで英語を教えるのは初めての経

験であった。 6回の活動を終えて感じるとこ

ろを記す。

1. 背景

豊川小学校では第 6学年は 1クラスのみ

であり，そのクラスは 21名(男子 13名，

女子 8名)であった。実際の英語活動は 12

月3回と 1月3回の合計 6回で，木曜日の 6

時間目の 45分間で実施した。

同小学校では英語活動はこれまで外国人講

師が担当してきた。 2011年に 5，6年で英

語が 35時間実施されることになったのを機

会に， 2007年度に筆者は同小学校に GDM

による英語活動導入の可能性を問うた。豊川

小学校では梅花女子大学の児童文学科学生が

絵本の読み聞かせ活動を続けており，同校と

は親しい関係があった。活動連絡係の教員や

校長に GDMの利点を説明し，英語活動への

GDM導入の折に講師派遣と研修で支援する

ことを申し出て，受け入れられた。 2008年

度の活動開始を前にして， GDMへの理解を

得る為に全教師への研修を 2007年度末に小

学校で 1回実施した。また，毎回の活動後に

担任教師と短く意見交換会をした。活動と研

修の講師は，筆者が担当した。

2. 活動内容

活動の内容は， 2007年度の松浦克己さん

の実践を参考にしつつ，進度をそれより少し

遅くした。進度の変更に従い，松浦さんと同

じ型のワークシートを新たに作り使用した。

進度は以下の表のようである。

表 活動進度表

回 アイァム 文例

l 
1， You， He， She， It， They 
(Theyは人，物)

2 
here， there， is， • (ピリオ lt (He， She) is here/ 
ド) there. 

3 
1 am herelthere. 

am， are 
You are herelthere. 

4 We We are herelthere. 

5 
This， That， my， your， This /That is ….， 
hand， bag This/That is my hand. 

6 
his， her， pen， pencil， 

This is his/her pen. 
pencil case， file 

ワークシートは，以下のようである。 B4

用紙の左半分に時間内に出てきた文を，また

右半分は活動で勉強した内容で自由に書き，

最後の枠の中には感想、を書いてもらった。

図: ワークシート見本
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目 ι 一 一「一ーマ‘一

守てー ミ h_四 阿古 tI，，，，，，'-:t¥同，一

全::;::J'モ!こ三三三
Iò~ti 午前ー一一二-'r--一 一三喜て3L 

強u 長十三千玉
山 .-'戸

.~ 6φ〉注~ ，可宇ケ土-平 一一..:r-::て二羽

ρ斗子 二コ---I?I.

(.;}免11唱 7"f-『一-'Y ¥￥Jご二二z忠Lτ

J屯色'竺と Y 一雪 ( 

3. 各国の活動結果

( 1 )進度

活動の進度では，松浦さんの 2回目の内容

(here， there， is， am， are) を 2分し am，

areを3回目に回した。担当した児童は， 3 

回目には 1am...とYouare.・・だけでも精一

杯という様子であったため， 2回に分けて良
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かったと d思った。この点については以下でさ

らに述べる。

(2 )児童の反応

1回目は単語レベルであり，どの児童も各

語の使い方を理解した後は楽しむ余裕が見ら

れた。しかし， 2回目は文になり長くなった

ため「難しいJと感じた児童が多かった。手

をつけて発話することを強調したが，恥ずか

しさからか口で言うだけで動作がつかなかっ

た。そこで，児童の手をとり動作をさせたが，

児童は緊張して余計に動きがなくなってし

まった感がある。 hereとthereとの使い分

け， isを忘れない， thereの発音，ピリオド

など，児童の頭の中はいろいろなことでいっ

ぱいだ、ったのかもしれない。

3回目もまた大変であった。 1am 

You are ….をなかなか言ってくれない。「ま

ねをして言えばいいJと言っても，なかなか

声が出ない。意味がはっきりわからないと言

う気になれないのだろうか。少しずつでもま

ねて言うことに慣れてほしいと願っている。

時間がかかるであろうが。

過去に学生や大人相手の授業だけをしてき

た私にとって am，areの学習の大変さを 3

回目の活動で初めて体験した。児童のなかに

は， 2回目のワークシートの isを指差して，

「この前はこうなのに!なんで今日は amと

かareなの!Jと訴える者もいた。最終的に

はみな「諦めて(? ) J現実を受け入れてく

れた。

「口だけでなく手や動作をつけて英語を学

ぶJI (意味を理解できてもできなくても，ま

ず)まねて言うJI言語の現実を受け入れるJ
といった態度は，外国語を学ぶ場合にぜひ身

につけたい学習姿勢である。これらを，今回

のように短い 6回という期間でも児童は体

験できた。これらの学習姿勢を， GDMクラ

スでは早い時期から少しずつ自然に身につけ

てゆけるのはうれしいことである。

3回目が終了した時点で冬休みに入った。

3週間後に 4回目を実施し，そこでは復習

を多めにして， Weを導入し， We are here/ 

there.を教えた。児童は Weを非常に好み，

「楽しかったJという感想が多くみられた。

この回には Weを学びながらそれまでの復習

が充分にでき，児童の英語の発話も多かった。

5回目は This/That is ….で，力士や歴

史上の人物，タワーなど，彼らがよく知って

いる写真を多く使った。いつもは活動に身が

入らない何人かの男子児童も「朝青龍Jや

「白鵬Jの写真に喜び， IタワーJの名を言い

当てて，どの児童も興味を示し，活動への参

加度が非常に上がった。また， This is my/ 

your ….では，発話する児童も周囲の児童

も活動によく参加していた。

6回目は，見学者が4名あったので，その

方々にペアワークの時に児童の中に入り相手

をしてもらった。児童は非常に喜び，英語の

発話量が増えた。この日は最終回で，次回に

追加説明で補うということが不可能なため，

ワークシートの時間をいつもより多くとり，

児童の理解を確認した。見学の方々の助けも

得て活動時間内でワークシートを児童が終え

ることを目標にし，特に，理解が不十分な児

童に指導ができるようにした。その結果，約

半数は時間内でワークシートを終えてファイ

ルを提出したが，残りは宿題として持ち帰り

数日後に提出した。

(3 )ワークシート

ワークシートの左半分を活動時間内に終え

るのを目ざした。児童は教科書を持っていな

いため，活動終了後の復習ではワークシート

だけが頼りである。そのため，時間内に左側

は確実に終えておかねばならない。しかし，

時間内に答えあわせまで終えることは非常に

難しかった。木曜の活動の後，児童は月曜ま

でに担任にファイルを提出し，それを筆者が

見てOや?をつけて次回の活動の最初に返却

月
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した。そして，活動の初めに前回の答え合わ

せをし，その日の学びに入ることになる。答

えあわせにあまり時間を使わないように心が

けていても，ある程度は時間を要する。活動

では，時間の使い方がうまくゆかなかった。

A.活動内でのワークシート回答時間

ワークシート回答のために費やした時間は

DVDによる記録から調べると以下のようで

ある。

表 2:ワークシート回答のための時間

| 回 1 1 1 2 1 3 1 4 1 5 1 6 1

|時間(分) 1 0 1 5 1 10 1 14 1 0 1 15 1 

活動時間内にワークシートの答えあわせま

でを終えるという目標は 残念ながら一度も

達成できなかった。特に， 5回目は持参した

時計が止まっていて，時間管理で失敗した。

ライブをもっと工夫してワークシート指導の

時間を作り出さねばならない。

B.回答から見る活動内容の理解

児童の理解程度を知るため，ワークシート

の左の問いの正解状況を調べた。ワークシー

トの第 l回目は松浦さんと同じものを使用さ

せてもらった。そのため，右側の全問題数は

第 1回目だけが 14，2 ~ 4回目は 8で 5，

6回目は 9である。正解状況を以下に表で示

す。個別児童は英文字で示す。 A~M は男

子， N~U は女子である。 L は途中 2 回欠

席であったが，その後の授業で十分に挽回し

た。 M は非常に静かな児童で，隣の女子児

童が M のワークシートを書いたことが筆跡

から推測される。

表 3:正解状況

児童/回
l 2 3 4 5 6 

(Max=14) (同 8) (同 8) (同 8) (同 9) (同 9)

A 14 8 8 4 6 5 

B 14 8 8 7 9 8 

C 11 8 8 7 5 9 

D 13 6 6 8 6 5 

E 13 7 7 7 7 6 

F 12 8 8 6 O 8 

G 13 8 7 8 8 7 

H 14 8 8 8 O 8 

14 8 8 8 9 5 

J 12 4 O 4 無記入 4 

K 10 2 2 7 無記入 9 

L 14 8 欠席 欠席 9 9 

M 10 ? (M以外)? (M以外) 5 O 8 

N 14 8 8 8 9 9 

O 14 8 8 8 9 9 

P 14 8 8 8 9 9 

Q 14 8 8 8 9 9 

R 14 8 8 8 7 8 

S 13 8 8 8 9 9 

T 11 8 8 6 9 9 

U 13 8 8 7 9 9 

平均 12.9 7.4 7.1 7.0 6.2 7.9 
(正解率) (93%) (92%) (89%) (88%) (69%) (88%) 

上の表から，女子と男子との差に驚く。表

の数値から男女の平均正解率を計算すると，

男子 79.0%，女子 98.2%である注。 6年生

という時期は女子がきちんと勉強に励む一

方，男子は「真面目に勉強Jよりも「おもし

ろいことを探してjいる感を受ける。男子は

活動内容に関心が持てれば非常に良く反応し

てくる。ただし，その積極性は正解に直結す

るというわけではない。もちろん，そのよう

な結果は指導者の責任でもあろう。

4. 考察

( 1 )活動の効率的な展開

児童を対象として GDMによる 45分間の

活動の講師をするのは初の経験であり， 45 

分の短さを痛感した。ライブ、から絵，文字カー

ドによる文指導の効率的な展開が求められ

る。ワークシート指導の時間が 20~ 25分

は欲しいため，復習からライブは要領よくま

とめねばならない。
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(2 )ワークシート指導の重要性

ワークシートは，その回に扱ったことを確

認させ，文字で記録することで，理解を確実

にすることができ，また，活動後の復習に

も使うことができる。 5回目のようにワーク

シート指導の時間がないと，児童の理解に大

きな影響が出る。 5回目に「正解なしjの児

童が 5名もおり，そのうち 2名は何も書い

ていない。この回は力士の写真などで男子児

童が積極的に参加して活動が盛り上がった

が，時間内にワークシート指導の時間がとれ

ずに全てが宿題になった。活動中に英語は発

話したはずであるが，回答の正解率は 69%

であり，他の回の 88"-' 93%と比べてかなり

低い。

ワークシート指導に関しては，別の点から

も反省がある。正解状況に早期から注意して，

問題がある児童には早めにワークシートの指

導時間を使って再度教えるべきであった。例

えば， Kについては， 2回目の正解率が低

かったのを見逃さずに， 3回目の 10分の指

導時間にもっと指導しておくべきであった。

2009年度からは，正解率を毎回チェックし

て，正解率の低い児童にはなるべく早い時期

から時間内に意識的に指導せねばならない。

(3 )ライブ

DVDに写っている何人かの退屈そうな児

童を見て，非常に反省させられた。教えるこ

とに一生懸命で児童が見えていなかった。ま

た，児童の言うことに少々振り回された感も

ある。例えば， IわからないJIむずかしいJ
と言われて必要以上の数の児童を呼び出し，

一人一人を相手に教えて不必要な時間を費や

してしまった。回を重ねるうちに，理解して

いると思われる児童 2名に前で言わせて，次

にクラス全体のペアワークをさせることがで

きるようになった。ペアワークをうまく取り

入れられると，発話量もふえて自信や満足に

もつながる。児童どおしでもよいが， 6回目

のように見学者のペアワークへの参加は，児

童にも「初めて会った人(お姉さん)と英語

で話せたJと非常に好評であった。

(4) 文字

学習内容を確認し，復習にも利用できるよ

う，毎回，ワークシートに文字を書かせた。

ライブでは新出語のカードを見て読み，ワー

クシートで、文字をなぞ、ったり，見ながら写す

作業をさせた。英単語の文字の組み合わせが

ローマ字と違っているため，文字の並び方に

違和感を感じて「わからないJと言う児童が

いたが，回を重ねるうちに次第に慣れてきた。

児童にとって英語を書くことは，予想以上に

大変な様子であった。しかし，ワークシート

の作業で少しずつでも書くのに慣れれば，中

学英語に自然に入ってゆけるのではないかと

考える。

(5)感想から

ワークシートの最後に感想を書いてもらっ

た。毎回，新たなアイテムが出てくるので，

児童のなかには「また新しいのが出てきたJ
という感想がしばしば見られた。「あたらし

いやつが出てきて難しくなったJと同時に「む

ずかしかったけど楽しかったJという感想が

見られる。これらの児童はワークシート回答

は正解なので，自分で考えて[わかって使え

たJ児童だと推する。女子は特に最初は，恥

ずかしがっていた児童が多かったが， Iはず

かしかったけど楽しかったJのように， Iが
んばってやってみて，できてよかったJと喜

んでいる。男女共に， 6回目は「お姉さんた

ちともやって，楽しかったJ1(6固まで、やっ

て)おもしろかったJI中学でも英語をがん

ばろうと思ったJという感想が多く書かれて

いた。児童が毎回新しい英語に出会いさまざ

まな体験をし，それが中学での英語学習への

決意につながったように思い，励まされた。
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5. 最後に

2008年度の 6回の活動は，豊川小学校の

関係教職員と児童に支えられて無事終えるこ

とができた。反省すべき点は多いが，それら

を2009年度に生かしてゆきたい。

2009年度は文部科学省が「英語ノートJ
を配布し，それに従って活動をすることが奨

められていると聞いた。児童が英語コミュニ

ケーション活動を通して成長してゆけるよう

に， GDMによる指導を用いてより良い英語

活動ができるよう， 2009年度は，協力くだ

さる GDM講師や小学校教員の方々と共に，

よりよい小学校英語活動を求めて実践研究を

続けてゆきたい。

注 第2，3回では， M の回答は本人以外に

よるため， ?の部分は欠席者の場合と同

様に扱った。

(梅花女子大学短期大学部教授)
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Comparison of the pictures between old and new EPs 

Hidetaka Tsubota 

My open ing words 

In the regular meeting of the GDM in Kansai， 1 had a chance to make comparison 

of pictures in old and new EPs in the free-talking time in Basic English. At that time， 

the comparison was made only about EP2. This time 1 put almost all the examples of 

different pictures in EP1， EP2 and EP3. 

In my limited experience， the old and new EPs are commonly used in the GDM 

training room probablY.because the design and the system of writings as well as 

the page-numbers are kept unchanged between old and new books. Therefore， in 

my observation， there is the tendency that the experienced teachers of GDM are still 

using the old books and the new learners are chiefly using new EPs in the same 

schoolroom. 

In my opinion the different pictures used in the old and new EPs may not be 

an important part， in view of teaching and learning GDM and Basic English. The 

pictures of steam engines or electric engines do not give the learners great effects. 

The EPs are now put on the shelves of book-stores with newly designed covers and 

newly-produced pictures simply for the attraction of possible future-users so that EPs 

may be more marketed for increasing the book-makers' profit. 
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In my limited knowledge， EP3 has no great chance to be used in the GDM training 

room probably because the language used there is not Basic English but Every 

Man's English， and the design of writing is not in the talking-form between two or 

more persons but in the form of stories. But， for this special purpose of the picture-

comparison， 1 am hoping that the EP3 may still give us something interesting. 

Different pictures in EP 1 

In EP 1， almost all the pictures are unchanged between old and new books. The 

only pictures placed here are the 3 examples of different pictures. 

(Left : Old EP Right : New EP) 

EP1:P32 

神
V
川制

EP1:P103 

Thesear.愉8th.・・且・.. 

EP1:P205 

LJU..ムムμ

Different pictures in EP2 

EP2:P3 

! 帆・"‘い、

1・四回目・・nuL.仁 a・_ l ， --0回 日目温二E 雪量.Jft¥¥，

In the new EP， a curved 

pointer was put in addition， for 

the right answer: "That is the 

thumb." 

The front teeth are looking 

different. The new picture seems 

more natural. The old picture is 

looking like a worm with 100 

legs. 

In the new EP， there is 

the addition of lower teeth. 

In the old EP， nobody may 

give a right answer: "These 

are teeth." 

神
川
?

f
I州

These are teeth. .. 

酬

The electric engine may give us 

the sense of some出ingnew， but !!J7士主主主主
we are now in the time of Bullet 

Train. 
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EP2:P12 

格

EP2: P12 

EP2:P13 

EP2:P53 

岡田'聞ー可Eヨru ・4 ・- ・2

P~::::. 

EP2:P59 

句別加1

=:.1Ic::::::=:tI:1C--l. 

EP2:P63 

ね兵

The old design seems to ha ve a 

better look. 

In Mr. Ogden's country， the doors 

are opened on the left-hand side. 
d買込

A man is getting out from a taxi.ー← a

He seems to be pushed for time. ，L.叫"，-フ~'l:J

The pictures were changed 

from steam to electric engines. 

But they are going to different 

directions. 

The engines were changed 

from the turning -blades 

system to jet system. The 

picture for the future EP 

might better be of a 

spaceship to the moon. 

Changing from steam 

engine to electric engine， 

running to the same 

directions 

"Automobiles and horses and 

carriage are other sorts of 
transport" [Old EPJ 
"Automobiles and busses are 
other sorts of transport" [N ew EPJ 
But the picture of horse and 
carriage is still there in the new 
EP. Please have a look at page 63 
of the new EP2. 
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EP2:P65 

EP2: P71 

He toc訓IttheおIlorond
M伊 W

o half制lorζ二~

53r附 Q

and抑制ty CTCD 

cents 

EP2:P150 

EP2:P197 

‘-ニユ~• 
./-' .L!"・:.. 可爾f'-ll~早急

J道州島払~三': '..: .
:J....---_ . ・ ・ -- ...--凶圃・.~MrI:i且辺哩~ 士三二一

EP2:P207 

EP2:P210 

"Trains go on rai1roads." is same 

in the two pictures. 

But in the near future， trains may 

be lifted above railroads. 

"a half dollar" and 

"twenty cents" coins are 

not there in the new EP2. 

The new EP has ten cents and 

five cents coins. 

The station buildings are 

looking same but trains are 

different. 

The pictures of harbors were 

quite different. The old picture 

is complex but the new one is 

simple. 

The map of USA became 

more in detail. The lines of 

division among the states are 

able to be seen in the new EP. 

The pictures are looking same 

but different. The painters may 

be different. 

qδ っ“

He took the dollar and he 

gave 

a qua代er(dollar) 

and…tsζニー
CD 

and five cents. ~ 
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EP2:P266 

Different pictures in EP3 

EP3:P1 

"'・..b町宮 "

EP3:P8 
.'. -ーで"開削句刷、，.附"-'P民事情 W四

r..，.利忠岡JWIQJjy電m電』υ'<A

・...... 崎 弘 - 加11恒 p叩utauonfII EufO!凹 h
.~鍵机‘ I蜘-.... 附畑山""""

tず『属手勘九 1・tioo.sclN酬 handScM.tthAM
ft~ 悶 .... 加

¥ー一一_".1& ・
~・......・..

d …・・・・・・.......... .......... 

EP3:P9 
-司 o(Eur叫=・風岬S~

EP3:P10 
叩++ 開 抑 制 回 d畑出‘・....幽蜘

入入 劇場V個・....剛抑問。ω.府側

~.. ・0・悼，.・"開曾醐酬
明 7J:J; 叫 j回。OJlOJPl叫脚句批
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The pictures of the checks 

are different. The days of 

the checks are 

"July 25， 1962" and "May 25， 

2005" 

The pictures of the earth are 

looking same but different. Are 

you able to say where there are 

differences? 

Numbers of points 

are different. 

The distribution in 

number of persons 

and the way of 

presenting the facts 

are different. 

The history -age 

and the accounting 

unit of the number of 

persons are different. 
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There was the addition of Alaska 

and the change of grouping the 

n um ber of persons 

There was the change of the 

history-age. 

This is the comparison of the 

increases between foods and the 

number of persons. 

Foods are becoming more than 

enough. 

~g 

The pictures are 

a bout the increase in 

the number of 

persons. Changes 

were made in the 

history-age and the 

marks of the scale. 

The pictures gi ve us an 

idea on the relation 

between the persons 

with or without 

enough foods. 

The men wi th a grea t 

stomach ha ve enough 

foods. 

The trains are running on the 

curved railroads. pulled by 

different engines. 
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EP3:P40 

Please give your 

attention to the 

instruments that 

they are using. 

一地)'鴻
EP3:P43 

The designs of telephones 

d露 and radios were great1y 

changed. 

重量 趨勢
EP3: P47 

The singers were changed 

from male to female. 

But why had it been done? 

EP3: P55 

|十車
|I I I I I 

I I I I I I I 

The using condition of 

chief languages on the 

earth (11 countries). 

The scales of table were 

changed in number of 

persons (V) and years (H) 

EP3:P56 

/さ3
1。。レ

The record player 

and electric recorder 

were changed to 

newer and smaller 

instruments メ暴露ミ

円。つ
臼

〈設
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EP3:P155 

The strange Chinese 

characters were 

made right. 

The map was made 

new. In the new map， 

Atlantic Ocean， West 

Europe and a part of 

Africa， came into 

Vle可v.

The pictures of 

gas stations were 

made new. 

The television and radio a t 

the back of the two men were 

changed. The men's faces seem 

softer in the new EP probably 

because the War was ended. 

The pictures of the persons 

ながマ/J 治問。引 boardingon the airplane and 

繍 ]ιー-'~弔問!lF the ship were changed. But the 

J問ぽ里親必~ autobus and the taxi are kept 

unchanged. 
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EP3:P231 

The picture of William Blake was 

unchanged but 

the color -scale was 

different. 

My ending words 

My questions to myself are: 

1) How long may the EP be in existence in the future by simply changing the 

pictures in i t? 

2) It is said that EPl and EP2 are supported by 750 words taken from the 850 

Basic Words. Then when and how the learners may get the knowledge of the 

rest of the words? 

3) Is there any more chance for EP3 to be used in GDM training room for 

learning EME in addition to Basic English? 

-END-

(GDM英語教授法研究会会員)

入門期の英語と BasicEnglish 

o.まえがき

日本の英語教育といえばかつての文部省か

ら今日の文部科学省に至るまで行政上の管轄

区分は初等・中等教育としての中学校および

高等学校までの教育と，高等教育としての大

学における教育の二区分となる。「入門期J
の英語教育となると前者の教育機関である中

学校の 3年間の教育と理解してよかろう。近

年はさらに初等教育機関である小学校からさ

らには幼稚園にまで英語教育が広がる様相を

呈しているが，筆者の場合のように高等教育

後藤 寛

機関としての大学に関わってきた者としてい

わゆる無からの入門期の英語・英語教育に直

接携わっていたわけではないとしてもそも

そも英語習得は iBasicに始まり Basicに終

わるJとさえ言えるという観点からすれば

Basic Englishは高等学校までの初等・中等

教育はもちろんのこと，大学での高等教育ま

でを含む英語であると考える。 FromBasic 

to further Basic.ということになるが， こ

れはもちろん fromとtoの間の everything

in between (すべて)を通過し英語の奥義

。。つ臼



を極めるという含みである。

GDM英語も BasicEnglishである。た

だし BasicEnglishがあって GDM英語が

あるのでありその逆ではないわけで， GDM 

英語 =Basic Englishであっても Basic

English "* GDM英語となる。すなわち厳

密には GDM英語=今 BasicEnglishなので

あり，両者がいわゆる記号論理学的同値関係

(~)にあるのではない。 Richards，I.A. & 

Gibson，C.M.の英語教本 EngJishthrough 

picturesは C.K.Ogdenの純正科学的

(orthological)な言語スキーム Oinguistic

scheme)に基づき， 17世紀の J.A.Comenius 

風の直観主義的(intuitive)な初等教育の

一手法を打ち出した点では大変優れ欠陥は何

も見出せない。これは独習用に適している。

しかしながら，いわゆる GDMという形での

実践は実質上決して容易ではなく，時間を食

う作業 (time-consumingchore)ともなる。

その点では教授法としての実用度は事実上低

い。応用言語学的にも教授法はそれなりの簡

便さの度合いとも関わる。 Gに基づき，視覚

を介し聴覚神経の領域に立ち入る DMの中

身は入門期に及ぼす影響からも特にノン・ネ

イティブの教授者には難しい。教室空間から

一歩外に出た生の言語活動との関係で，音声

(音素)から入る幼少期のいわゆる言語習得

論 (LanguageaCQuisition theory) と絡

める研究テーマも考えられようがここでの議

論ではない。

本稿第 2節では音声面を論点とし，な

お未開拓である音響言語学 (Acoustic

linguistics)の分野を示唆することとなる。

これは入門期の英語の音声指導で教授者に

とって必要なバックグラウンドとしての基本

的知識となると考える。

1. 語感の獲得と科学としての Orthology(純

正語法)の基本習得

英語習得はその入門期が最も重要なことは

言うまでもない。近年考えられている小学校

高学年の児童に施す週 1時間の英語教育は年

齢的にもすでに左脳による論理思考の発達し

た段階でのものでありバイリンガルにする目

的でもないはずである。日本の言語環境の中

でその明確な目的と方法はなお暖昧な感があ

る。導入法を誤ると児童が中学校入学以前に

すでに英語が嫌いであるという印象を与えて

しまうことにもなりかねない。小学校で、の週

1時間はむしろ Esperanto学習のほうがそ

の後の入門英語のためにもよいという見解を

筆者はとりたい。

今日の大学入学生の英語の好みに関する実

態は次の①~④のようなもので学界の定説で

もある。

①入門期の中学校で英語が好きで高等学校

でも好きであった・・・多数ある。

②入門期の中学校で英語が好きであったが

高等学校で嫌いになった・・・非常に多

数ある。

③入門期の中学校で英語が嫌いで高等学校

でも嫌いであった・・・非常に多数ある。

④入門期の中学校で英語が嫌いで高等学校

で好きになった・・・なし。

すなわち英語は入門期に興味がもてるか否

かでその後が決まるということであるが，入

門期の小学校で英語が嫌いになるとその後が

上の③，④と同じような経過をたどらないか

と懸念されもする。

横浜市が 2012年度から全面的に公立小

中9年間の一貫教育の実施を決定したよう

であるが，小学校で、の英語教育も議論される

のであろう。いずれにせよ入門期の本来の

基本は英音のもつプロソディー (Prosody:

韻律)の獲得であり聴覚訓練 (Auditory

training)が必須なのであるが，条件整備

は容易ではない。ネイティブの ALT教師

(Assistant language teacher)などの絶対

数確保ももちろん不可能である。いろいろ暗

中模索となり諸条件を考慮するとやはり基本

nv っ“



的には従来とそれほどは変わらない教育に落

ちつくのか?である。学力低下に結果的には

つながりもする安易で怪しい会話偏重主義で

はなく幅広い知識・知性重視の伝統的英語教

授法は日本で幾多のエリートを作ってきたこ

とも事実であり， 日本の諸事情からすればそ

の方法が穏当であるから採られてきたわけで

ある。それは今日も基本的に変わらない。た

だ従来のものにもう少し工夫がなされてよい

のも事実である。日本人の， 日本人による，

日本人のための可能な最善方法を採るのであ

り，他国の外国語教育法は必ずしも真似でき

ないのである。

入門期に注目されてしかるべきものの 1つ

はBasicEnglishである。これの果たす役

割はきわめて大きい。英語の「語感Jを磨き

鋭くさせる道具となりその宝箱となる。用法

(Use) と意味 (Sense) の問題の一体化か

らL.Wittgenstein(1889-1951)風のいわ

ゆる「ゲーム理論 (Theoryof games) Jの

実証例ともなろう。ゲームは用いるルールそ

のものがそのゲームである。厳格なルールの

もとで誤差のない精密度と完全性を追究する

C.K.OgdenのBasicEnglishの方法は英語

という言語の‘Scienceof the right use of 

words' I語の真に正しい使用法に関する科

学jであり，いわゆる Orthology(純正語法)

としてエソテリック (esoteric)な奥義であ

るがゆえ究めるのは容易ではないが，特別に

Writingの観点からその役割と有効性に関し

Daniels (1969)が官頭で示唆している次の

1 )に注目するとよかろう。

1) In addition to its use as an 

international language， Basic 

English may be a first step to full 

English. It is my opinion that the 

teaching of English in Japan would 

have much greater effect than it 

generally does at present !f Basic 

English， and only Basic English， 

was used for the first two years of 

teaching in the nation's schools. 

(Daniels 1969， p.iv.) [下線は筆者，下

記 2)同様〕

すなわ ち Danielsは BasicEnglishが

英語への第一ステップ (afirst step) と

なりうると述べている。 Englishthrough 

picturesの熟読玩味と音読もその lつとし

てあるが，同時にその導入の期間を「入門期

の2年間Jとしている。 Danielsがこの 2年

間という年数を割り出したのは日本の「中学

校 2年Jまでという考えに基づいていると判

断される。そしてその後はBasicEnglish 

のタガを外してよいという立場であると考

えられる。ただしその後のレベルでもやは

りBasicEnglishは是非必要な知見であり，

まさかの場合などでも伝家の宝万となる。

Daniels (ibid.)はまた次の 2) のように述

べている。

2) What is more， one very serious 

shortcoming in much of the present 

teaching of English might become 

a thing of the past， f Japanese 

teachers had Basic Eng1ish under 

control. That is to say， much of 

the present teaching is unbalanced， 

learners being given little or no 

training in writing English; and 

this is chiefly， it seems， because of 

the teachers' fear that they might 

be unable to put errors right in the 

learners' work. Teachers with a 

good knowledge of Basic Eng1ish 

would be far less given to such self-

doubt. (ibid.) 

すなわちここでは教授者がBasicEnglish 

の方法を心得ていることの重要性と同時に，

日本における英語の Writingの訓練不足は

教授者の自信の欠如と関係のあること，そし

てこれはBasicEnglishをとり込むことで
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かなり解決される問題であることを示唆して

いる。日本人教授者がそのよりどころのなさ

で最も悩むのが Writing指導であるはずで

ある。 BasicEnglishの文整序は特に最初の

うちはじっくり論理的，分析的に詰めで考え

る左脳思考に依存することになるが手順とし

て通るとよい，否，通らねばならならない登

竜門と考えてよい。語葉に関しては早い段階

で 850語のすべてを提示してしまったほう

がよい。出口を最初に見せてしまうのがその

後のために手っ取り早いのである。概念規定

の明確な 850個の語の織りなすネットワー

ク (WordNet)は数の世界を規定する数学

的定理体系のごときもので概念世界を鳥敵す

るパノプテイコン (Panopticon) となるの

である。あとは森羅万象あらゆるモノ・コト

をこの 850語を基本とした枠組み内での思

考と語の配列・文整序法上のストラテジーと

するのである。各局面でその意味論的，純正

語法論的 (orthologicaDな問題解決を達成

したときに味わう感情は特別なものである。

「語感Jもここで獲得できる。題材は無限に

存在する。折にふれそういうものを提示する

手法をとるとよい。日本語を介してもよい

し，むしろ日本語を介したほうがより身につ

くとさえ言える。日本語には特有の情緒があ

り日本人にはその心情が深く染み込むからで

ある。たとえば次の 3)の題材で考えてみる

こととする。

3) W赤い靴』という横浜港を舞台にして

作られた童謡がある。筆者はこれが大変

好きである。①作詞:野口雨情，②作曲:

本居長世で 1921年(大正 10年)に作

られたとして知られている。ポート横浜

の波止場沿いの山下公園に(赤い)靴を

履いた幼い少女が座っている形の③銅像

がある。④海のほうを向いたすごく小さ

なもので，⑤右足をやや前に出し座って

いてかわいらしい。 30年ほど前に造ら

れたものである。今年の 2009年は⑥横

浜開港 150周年というわけで新年元日

の午前 O時に NHKテレビがライブで

美しいポート横浜の夜景を一瞬映したの

をたまたま見たので今この童謡を思い出

した。⑦歌詞は次のようなものだ。

『⑧赤い靴はいてた女の子

異人さんにつれられていっちゃっ

た

今では青い目になっちゃって

異人さんのお国にいるんだろう

横浜の波止場から船に乗って

異人さんにつれられていっちゃっ

た

⑨赤い靴見るたびかんがえる

異人さんに逢うたびかんがえる』

とっさのひらめきでこの題材を作ってみ

た。昔と現在のイグゾチックな雰囲気の漂う

ポート横浜をイメージ化し，そして山下公園

のあの(赤い)靴を履いた幼い少女像を思い

出しながら考えてみたが， この童謡は意味論

的に興味深い。特にこの場合の「つれられてJ
の意味解釈が話題となったことが知られてい

る。下線部①~⑨の純正語法による語句・文

整序はどうなるか以下にその例を提示する。

① W ords by U jo N oguchi ② Music by 

N agayo Motori③her little metal form 

made of copper ④ 1 t is a small one 

facing the sea.⑤ She is seated with 

her right foot sticking out a little.⑥ 

the 150th year of the opening of the 

harbor of Yokohama ⑦The song goes 

like this.⑧A little girl with red shoes 

on was taken a way by someone from 

a far-off land. ⑨ Every time 1 see 

red shoes or blue-eyed strangers， the 

memories of the dear little girl come 

back to me. 

これは平易な題材の l例であるが 850個

による BasicEnglishの語配列法は詰め将

棋(チェス)の趣がある。次の一手，次の一
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手と詰めていき最後に王手で決める。「語感J
に基づく Ortho1ogyI純正語法Jの基本が

感覚的に培える。 850個のコマの使い方の

無限性が奥の深さを察知させるが大変優雅な

世界である。右脳思考でコマ使いが速くなる

には熟練を要するところも将棋の世界と似て

いる。入門期の英語の内容を未知の外国に関

するものばかりにすることは学習としてはそ

れだけ受動的となる。日本に関して分かつて

いる事柄もさらによく分かりたいのである。

新たな発見の喜びは特別大きい。時に Basic

Englishのタガを外し日本の社会・文化な

どに関して徹底的に日本語を介し易から難へ

と行う目。英の通訳法的な口頭即座相互変換

などは実用的である〔筆者はこれを学校教育

レベルでの GIM(Graded Interpretation 

Method:段階式通訳法)と呼んでいる〕。

また，役割演技 (Ro1e-p1aying)の訓練は手っ

取り早く Speakingの姿勢をつくる。

2.音の壁:最も基本としての音感の獲得

英語という言語の習得で入門期における最

も基本はほかでもなく「音感Jの獲得である。

これは Speaking以前の問題で英語のもつ

音 (Sound)・リズム (Rhythm)・イントネー

ション(Intonation) の獲得であり純粋に

聴覚的な問題である。一般に日本人の民族耳

ではあらゆる音環境で音素111と/げなどの弁

別に関わる聴覚的処理はきわめて暖昧なもの

となるが，ネイティブのように舌は回らなく

とも少なくとも聴覚的にはあらゆる発話スタ

イルの英音を彼らと同じように聴ける耳がも

てないか?である。

English through pictures Bk. 3. (p.64)より

英語の 111は日本語で「春先(ハルサキ)J，

/rlは「昼間(ヒルマ)Jなどと言うときの「ル」

の音の中にそれぞれ現れるという指摘もある

が， 日本人も，そして年齢的には論理思考が

未熟で理屈ぬきの右脳による直観と瞬間イ

メージ化で音と意味を一体化させ語句を次々

と習得できる 5"-'6歳までで，さらに条件

として「言語的音環境Jが完全に整っていれ

ば初耳にする固有名詞中などの 11/，Ir/の明

確な聴取はもちろんのこと英語民族の聴覚が

獲得できる。いずれにせよ，外国語の習得と

はその音声習得のことであり，より厳密には

「意味と一体化した音声」の習得そのものと

いうことになる。この「音声を教えるJには

やはりその言語の民族聴覚を有する母国語話

者(ネイティブ)でなければ本物とは基本的

に言えない。たとえば flameとframeなど

の中の 111と/rlは口腔内の調音点 (Pointof 

articu1ation)がまったく違うのでネイティ

ブにはまったく別音なのであるが， 日本民族

があらゆる音環境で真にはこれが聴けないと

するとそれだけでそれは英音そのものの聴覚

的習得の困難さを象徴するが，同時にそれは

英語という言語習得の難しさをも意味する。

以下， この問題に焦点をあてるが論点を先

回りすれば，そもそも日音と英音の優先周波

数帯 (Passband)の相違という問題に帰着

するであろう。これに最初に注目したのが

フランスの耳鼻咽喉科医で音声心理学専攻

のAlfredTomatisであり 1950年代初頭の

ことである。この A.Tomatisの研究業績に

関しては別の機会に詳しく説くこととしてこ

こでは簡潔に触れるにとどめておくが，彼

は言語音の聴取に関わる聴覚の研究のなか

で民族別優先周波数帯を 1955年に包絡線

(Ethnogram)として発表したのである。こ

のあたりは Tomatis(1991) [邦訳・トマ

ティス研究会 (1993，pp.145-153)Jおよび

村瀬(1996，p.81)で明らかにされているが，

結論的に強弱リズムの英音・米音と高低リズ

ムの日音とではその優先周波数帯が大きく異
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なりヘルツ (Hz) として英音がほぼ 2000

"-' 12000Hzときわめて高く，米音がそれよ

りかなり低めのほぼ 1000"-' 4000Hz，そ

して日音がほぼ 125"-' 1500Hzとして提示

され， これが今日までそれぞれその基準値と

しての定説である。同じ英語民族の言語でも

英音と米音ではかなり周波数 (Frequency) 

が異なるという点と，この両者は日音の周波

数に比べきわめて高い (Highfrequency) 

ということである。日音の周波数は世界的に

も珍しく低い。さらに注目すべきはスラブ語

系のロシア語音がほぼ 125"-' 8000Hzと幅

広く分布しており言語音の彼らの可聴範囲は

きわめて広いことが知られている。またポル

トガル語音の周波数帯もロシア語音とほぼ同

じであるとされている。さらに興味深いのは

イタリア語音が米音とやや重複する周波数帯

のほぼ 2000"-' 4000Hzと定められた。ち

なみに NHKの時報は周波数 440Hzの音が

3回と最後に 880Hzの音が 1回鳴る純音で

ある。すでに示唆されるように音の壁が立ち

ふさがっている。日本民族の英語習得は英語

民族の聴覚神経が獲得できるか否かにかかっ

ていることになる。低周波から高周波への聴

覚処理は困難だということである(その逆の

高周波から低周波へは比較的楽で英語民族な

ど日本語音を容易に習得する)。入門期の英

語 (BasicEng1ishを含めて)で注目されね

ばならないのはまさにこの点なのであり，先

のSpeaking以前の問題とはこれであり純

粋に聴覚神経と脳の問題ということになる。

それではなぜこのような各民族言語でその

優先される周波数帯が異なったか，また異

なっているのか?の問題追究となる。さらに，

そもそも英音と米音の周波数帯の相違はどこ

から来たか?である。英国から新大陸へ移入

された英音が年月の経過とともにそこで周波

数帯の違う米音となった要因は何か?これに

直接的に答えるものではないが，まず英語史

として Pyles(1964)が記している次の 1) 

の点に注目してみる(下線は筆者，下記 2)

同様)。

1) ...the first English colonists 

in America continued to speak 

precisely as they had done in 

England. But people isolated from 

their mother country tend always 

to be conservative， linguistically 

as well as in other ways， and the 

Eng1ish spoken in America at the 

present day has retained a good 

many characteristics of earlier 

British English which do not 

survive in present British English. 

(Pyles，1964， pp.232-3) 

すなわち今日のアメリカには北東部の

ニューイングランド地方などや南部地域に

17"-'18世紀の英国の植民地時代の英音の

痕跡がなお多くみられるのは事実であるとし

ても下線で示した部分に記されるように，そ

ういうかつての英音が今日の英国にはもはや

存在しないものが多いということである。こ

れは英国のほうで音変化が起こったというこ

とである。たとえば今日 glass，laugh， past 

などにおける母音の米音素/a/は元来は英国

の英音であったわけである。それがアメリカ

でそのまま米音として生き残ったわけで本

国の英国のほうで/a:/と変化したのである。

また今日 gQt，nQt， tQPなどにおける母音の

米音素 /0/も同様の歴史的経緯があり元来

は英音であった。それが英国で /'J/へと変化

したのである。さらに1ibrary，necess笠y，

secret笠yなどにおける後部音節 -ar-の第二

強勢は今日は米音素 /edt/として特徴的なの

であるがこれも元来は英音であったものが英

国のほうで変化した。その他，細かい母音変

化などがそもそも新大陸でではなく民族の移

動性のない英国のほうで起こったのである。

こういう本国の英国のほうでの方言としての

音の変種に関連し特別に注目しておきたいの

qδ 
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は子音ではなく半母音 (SemivoweI)とも

分類される音素 /r/に関する事実である。そ

れを次の 2)で見てみる。

2)…Postvocalic r， whose 10ss under 

certain circumstance s did not 

occur in the speech of the London 

area until abou t the time of the 

Revo1ution. (ibid.， p.233) 

これは米音に特有な Postvocalicr (母

音の後につづく音素/r/)に関する記述でい

わゆる r-co1oringのことであるが特別に興

味深い。今日の米音はたとえばgirl， hard， 

partなど母音の後につづく/r/は必ず発音

され/叫(Hookedschwa) となるが， この

/r/も元来は英国にあった音なのである。し

かしそれが新大陸にもたらされその風土の

なかで今日まで培養された形となっている

のである。この音は 18世紀後半に新大陸

で 20年間ほどつづいた独立革命の時代を境

として本国の英国のほうで undercertain 

circumstances rある事情・状況のもとでJ
消失したのである。この事情とは何であった

か?さらに，新大陸で鼻音化 (Nasaliza tion) 

となって誕生した米音のこれまた特有な響き

はどこから来たものか?

一連のこういった英音から米音の誕生の謎

を追い求めるのはある種のロマンを感ずるが

大枠は見えている。現段階では風土的，社会

的な「音響環境J(Acoustic. environment) 

だとされている。それではこの場合の音響環

境とは具体的に何か?それはその風土のも

とでの大気中の物質の密度と音速の関わる

物理学的な音響インピーダンス (Acoustic

impedance) という問題が絡んでいる。こ

れは音響言語学 (Acousticlinguistics) と

いうなお未開拓の分野へと進展するが，入門

期の英語の重要な時期に音声の教授者はバッ

クグラウンドとしてこの聴覚的 (auditory)

な音響言語学の知見も必要となる。音響学的

(acoustical1 y)に先の /1/と/r/では /r/のほ

うが周波数は低いし，また英音と米音ではあ

まりにもその響き方は異なるのであり入門期

の英語でしかるべく取り扱われないと事実

上，混乱する。

そこで歴史的に英音から米音への誕生の過

程での音声変化は音響環境がその要因であり

さらにその上位の，より根源的要因として音

響インピーダンス(目下，熟した画一的な日

本語訳はないようであるが筆者は「音響抵

抗Jとしておく)が絡んでいたことが示唆さ

れたこととして，以下その具体的な点を概

略的に仮説として「想定j してみたい。す

なわち 17世紀以降に英国人が移住し始めた

新大陸の自然環境は本国のそれとはおよそ

異なるものであった。まず 1607年に東部の

Virginiaに入植したが，特にその後の 1620

年，青雲の志を抱き Mayf10wer号に乗り

込み，大西洋を渡り，北東部の今日の New

Eng1and地方にやってきた 102人の入植者

たち (PilgrimFathers)が歴史上よく知ら

れている。彼らの見た土地は延々と広がり，

あまりにも雄大で本国の地理条件とも異なる

大自然の広がりであった。そもそも新大陸は

緯度もほぼ北緯 30度'""50度に位置し，本

国の緯度のほぼ北緯 50度'""60度と比べ低

く気温も気候も違っていた。大砂漠と荒野を

移動し各地に移動し居住した入植者たちはこ

の自然条件と一体化して生活をしていくこと

となった。しかしその自然環境，気象条件に

適応するのは容易なことでもなかった。衣-

食・住の生活様式を本国でのものからこの新

大陸の風土に適応させていかねばならなかっ

た。敬慶な入植者たちは土着のインディアン

の諸種族とも接触し目新しい怪奇な彼らの祭

記も見聞していった。彼らと親交も深め早く

も入植の翌年には豊作を神に祈り荒野で最

初のインディアンとの感謝祭も執り行った。

年々，入植者の数も膨れ上がり世代も代わり

西部への開拓がつづいたが， この祭儀は子孫

に受け継がれた。そしてさらに年月の経過と
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ともに世界各地からの入植者との触れ合い

(コミュニケーション)も多く経験していっ

た。18世紀に入ると多くの異民族との接触

となっていった。 一方，祖国の英国での同胞

民族は定住しつづけていて新大陸でのよう

な移動性 (mobility)はなかった。伝統的，

画一的な生活条件のなかでは一般にどの言語

にも共通する自然な推移として方言を生み出

すが，本国の英語も方言を生みいくつかの音

変化も起こりつつあった。同時に 1770年代

には産業革命(IndustrialRevolution) も

起こり工業化が進み， Londonなど大都市

に住む英国民は次第に機械音などの騒音のな

かでの生活環境に取り固まれることとなっ

ていた。そして後の 19世紀末にはすでに

都市の人口爆発， CO2排出による大気汚染

の公害，大気温度の上昇などによる気象変

動など今日的な社会問題の基盤を作りつつ

あった。本国のそういう大気変動， 自然環境

のなか英語も大都市 Londonを中心に標準

的として容認される発音 (R.P.:Received 

pronunciation)が浸透していった。

本国と植民地のそれぞれそのような実情の

なか，やはり植民地のほうの入植者たちは新

しい音環境に敏感に反応していった。すなわ

ち緯度の高い地域では高周波音が通りやすく

本国では高周波の英音を用いていたのであっ

たが，緯度の低い乾燥した大砂漠の展開する

新大陸の自然条件のもとではもっと低い周波

数音が音波はより通りがよいという物理学的

な事実から，彼らは無意識ではあったが大気

中を伝わる言語音が周りの自然音と紛れずよ

く通るように周波数のやや低めの音へと調

整するような発声法を次第に獲得していっ

た。これは英音より低い米音の優先周波数帯

1000 '"'"' 4000Hzの無意識の発見であった。

さらにインディアンとの接触が深まると 1つ

の事実にも遭遇した。すなわち彼らの諸言語

がどれも鼻音化 (Nasalization)するもので

あった。支配者としての白人の入植者たちは

土地勘のある先住民に各地の地形，自然条件

など聞き出すためのコミュニケーションを必

要としていた。彼らと波長を合わせるために

はそれまでの舌先を用い口笛を吹くような高

い周波数の英音を，より低めとなる鼻息を用

いたほうが都合もよくなってきた。英音は上

記の母音の後につづく Ir/(Postvocalicr) を

もっていたが， この音をインディアン語のよ

うに鼻音化させると子音ではなく母音(半母

音)のように響き周波数も低くなり，音が紛

れず通り，彼らの土着語と土着文化に心理的

にもなじみやすいことをこれまた無意識に察

知した。声道の奥の咽頭部 (Pharynx) を

狭め，息を鼻腔からも抜き共鳴空間を広げる

と音の強度と音響周波数が変わること(フォ

ルマント遷移:Formant transition) を肌

で体得し，周波数の低まる音を出す発音法

(Enunciation) を獲得していった。これが

元来本国にあった larlと音色もやや異なり二

重母音化 (Diphthongization)する米音に

特有な postvocalicrの受胎であり，その後

のいわゆる/叫の誕生へとつながった。時期

的には先の 2)の記述に見るほぽ独立革命の

頃 (aboutthe time of the Revolution)， 

すなわち 18世紀後半の独立戦争の始まった

1775年あたりのことであった。一方，本国

のねr/はほぼ同時期に消失した。

まずここまで仮説的な想定をしてみたが基

本的に的を外したものではないと考える。あ

らためて先の 2)の記述の「ある状況・事情

のもとJとは何であったかはすでに明らかで

ある。すなわちその国，地域での音響環境で

あり，より具体的には物理学的な「音響イ

ンピーダンスJでありその基本はzρxc 

(ρ:物質の密度 c音速ー 331.5+ 0.6tml 
s) という方程式(音速は空気中での音の伝

播速度， tは摂氏温度)となることで知られ

ているが音変化に特有の要因であり，音素

変化 (Phonemicchange)から意義素変化

(Morphemic change) ももたらす。もちろ

FED 
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んこの音響インピーダンスは単に本国での音

変化・音消失と新大陸で米音としてその風土

のなかで培養された Postvocalicrだけでは

なく，広く言語音の周波数帯(パスバンド)

を決定する要因だということである。その点

では音響インピーダンスとして日本の場合そ

の国土をとり巻く大気・気象状態が英米音の

周波数受信には馴染まないということにな

る。

さらに仮説的に米音の優先周波数帯が英音

のそれよりかなり低くなっていった過程の想

定をつづけるが，西部開拓者たちはスペイン

語民族が南部や西部に多く入植していたこと

を知り彼らとも接触した。スペイン語も音響

周波数が相当低く，これも米音の周波数帯を

低める要因ともなった。南部ののどかで牧

歌的な自然環境にある風土は音楽として鼻

音の響く countrymusicを生み出し，アフ

リカからの黒人音楽とも結びついたこの音

楽はさらに南西部へと広まり countryand 

western musicともなった。このかもし出

す音の響きは当時の英国のほうで流行してい

た都会的なバラード (ballad)調の音楽と

は異なっていた。さらに 19世紀半ばには西

海岸の Californiaで金鉱が発見され多くの

入植者が西部へと移住していった。いわゆる

ゴールドラッシュ (goldrush)である。西

部劇映画『荒野の決闘』で主題歌の民謡My

Darling Clementineでも歌われるが，金鉱

探しの目的で Californiaにやって来たいわ

ゆる 11849年者たち (forty-niners)Jも西

海岸の気象条件のよい快適な地でその音響イ

ンピーダンスからやはり適度な鼻音化による

低めの周波数の言語音が大気中をよく通すこ

とを感知していった。そしてこの地域の米

音はいかにも自由で大らかなアメリカ西部

の快い響きとなった。これが新大陸アメリ

カの風土のなかでの音響インピーダンスを

要因とした典型的な「米音 (G.A:General 

American)J の優先周波数帯 1000~ 

4000Hzの誕生であった。

本国の英音が大西洋を渡り新大陸に根を下

ろし，さらにこの大陸を東から西へ横断する

なかでいわゆる米音 (G.A.) として誕生し

た経緯をいくつかの事実を基にロマンを追う

物語風に独自に想定し再現することを試みて

みた。本国の英音は変化 (change) したが

新大陸の米音は分布 (distribution) したの

である。先に米音がイタリア語音と似た周波

数帯をもっている旨を記したところがあっ

た。同じロマンス語系言語のスペイン語や鼻

音化するフランス語が低めの周波数帯である

のに比較してイタリア語のそれは歌劇オペラ

の響きを感知させるもので，米音とほぼ一致

する高い音響周波数となる。これはどう説明

するか?やはりこれも仮説としてではあるが

上記，アメリカ西部開拓の最終地でもあった

西海岸 Californiaはイタリアとほぼ同じ音

響環境にあるということである。すなわち気

象条件としてイタリアは地中海性気候であ

るが Californiaが同じ地中海性気候であり，

自然環境上同じ音響インピーダンスのもとに

あると説明できる。地理的に緯度もほぼ北緯

40度の位置としての一致点もみる。

本節の趣旨は入門期の英語での音声指導上

で教授者側に必要であろう新しい音響言語学

(Acoustic linguistics) の分野の示唆であ

る。外国語習得の基本は純粋に聴覚 (Sense

of hearing) の問題と考える。そして英語

習得上の基本は英語民族の聴覚の獲得であ

る。 BasicEnglishはやはり音響的にも英語

音韻体系の母型を示すが， 1音節語の占める

比率が高く各語の発話に要する時間も短くな

るため周波数はいわゆる Englishよりさら

に高めとなろう。

音の壁を破る「音感の獲得」のための「条

件づけJの問題が次の議論である。一般の語

学テープや CDでは聞こえない音はやはり

聞こえないのである。一音入魂でどの音も捕

えて放さない意識のもと中耳の鼓膜張筋とア

円。
qδ 



ブミ骨筋に電子工学的な刺激を与え強制的に

英米音に耳を聞かせる問題となるが具体的に

は別の機会に詳しく論じる。一方，前節テー

マの意味蒸留装置 (semanticdistillation 

device) としての BasicEnglishをとり込

むことによる英語の「語感の獲得j と，適

語適所 (puttingthe right word in the 

right place)による文整序という本質的に (3

土 α) 個による語配列法上の純正科学的原理

(Orthology :純正語法)が基本で，文字通

り「基本へ帰れ (Backto the Basics.) Jと

いうことになる。

3. あとがき

本稿では入門期の英語で純正科学

(Orthological science) としての Basic

Englishの果たす役割とともに，特に多様

性のある英音の Listening/Hearingに関わ

る問題を示唆的に説いた。外国語習得の基本

はその民族の聴覚の獲得であるが今日，学界

でもこの分野の研究は遅れている。今回，論

旨を展開するにあたり英語のネイティブで日

英語のバイリンガル 2名をインフォーマン

ト(Informants) とし そしてモデルとし

て生粋の日本人英語教師 l名を念頭におい

た。いずれも筆者が 1960年代初頭以来注目

してきた日系人 2名と日本人 1名である。こ

の3名とはかつて横浜の野毛山にあった放

送局・ラジオ関東(JORF) (現ラジオ日本

の前身〕の有名な洋楽番組「ポートジョッ

キーJのDJで英国ロンドン生まれのケン田

島 (KenTajima) 氏，在日アメリカ大使

館の元通訳官で米国ユタ州生まれの西山千

(Sen Nishiyama) 氏，そして英語音声学

専攻の元早稲田大学教授でテレビタレントと

しても一世を風慶した伝説的な名英語教師の

五十嵐新次郎氏である。西山氏と五十嵐氏は

故人であるが，音源として今なお手元にある

この 3氏の録音音声を参考素材にもした。

た とえばBasicEnglish語葉でもあ

る measureの発音は K.Tajima氏なら

/me3'd/であり，今日アメリカ北東部 New

England地方などの英国植民地時代の英

音の面影を残す美しく輝くような響きと

なろう。この語を S.Nishiyama氏は録音

音声の中で -ea-の母音を /ei/と二重母音

化 (Diphthongization) して発音し，語

尾 -ureを Hookedschwaの /'dt/を用い

/mei3'dt/と鼻音化 (Nasaliza tion) させてい

るが， Utah州などアメリカ西部の心地よい

音色で軽快な響きのいわゆる米音である。 1

つの音も他の音響条件の異なる土地で発する

とその土地の音響インピーダンス (Acoustic

impedance) により同じように響かず，同

じように聞こえないことが音(素)変化

(Phonemic change) の要因となる。日本

で後天的に英音を習得した五十嵐新次郎氏

なら measureをどう発音しただろうか。筆

者の推測ではおそらく /me3'dr/であろうが，

アメリカ中部あたりの発音と言えばよかろう

か(/叫とねr/を筆者は厳密には区別するこ

ととしたい)。氏は見事な StageEnglish (舞

台英語)調の英音をいくつも披露したが，本

物の英語の「音声を教えたJ優れた日本人教

師であったと言える。

(元名古屋市立大学教授)
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I am here. You are there. 

先生の読み上げる教科書の英文を繰り返し

たり，黒板に和文英作の解答を書いたり。そ

れらのセンテンスの内容(たとえばthefact 

that Mr. Green is very kind)は，僕には

何の関係もないし，誰かに伝えたいとも思わ

ない。そして実際，誰に伝えているわけでも

ない。中学校の英語の授業でいつも感じてい

たあのつまらなさ，今の自分の語葉でいえば，

空虚さは，今後も問題として真正面から扱わ

れることはないのだろうか。

本稿では， GDMによる学びの社会性を，

中学校における英語教育との比較を軸に考察

する。なお，筆者は中学・高校時代に GDM

で英語を学び，その 1年後の現在， GDMで

中学生に英語を教える立場にあることを記し

ておく。

前述の例のように，学校で教わる英語は，

それぞれのセンテンス自体が目的化されてお

り，その内容を書き手や言い手が誰かに伝え

ることは目的ではない。自らが関さないシ

チュエーションの描写を，同様にそのシチュ

エーションに関さない者の群れの中でただ空

中浮遊させるだけである。このような学習が，

英語はコミュニケーションの一手段であると

いう常識的前提からの著しい草離であること

は指摘するまでもない。もちろん， rそのよ

うな過程は，いずれ自分の意見を英語で他人

に伝えるための準備である」との反論はあろ

うが，筆者自身の経験でいえば，そのような

宮下 玲

機会は高校の実力試験のおまけ問題(自由英

作文)くらいしかなかった。

これに対し， GDMで学ぶ英語は，自分が

関係するシチュエーションについて，自分が

本当に思うことのうち(少ないながらも)言

えることを同じシチュエーションを共有する

誰かに伝える，自分の言葉である。そこに

あるのは，当たり前のコミュニケーション

の原形である。初めから“What'sthis?"“I 

don't know." (これは某中学英語教科書の

1ページ目に登場する文である)などと言

えなくても，“1am here. You are there." 

と言い，そして相手に歩み寄り，“Weare 

here." と言ったときの充足感(これは生徒

として感じたものだが，いま教師としてそれ

らの言葉で生徒とコミュニケーションをとっ

ても，変わらず満たされる)。

この， r自分の言葉Jとして英語を学ぶか

否かという問題は，次のようにも説明できる。

学校ではそれぞれのセンテンス自体が目的で

あるから，学生全員が同じセンテンスを書い

たり言ったりする。このセンテンスはいわゆ

る「正解Jであり，各々の学生自身の言葉で

はない。そこでは思考の均一化が行われ，差

異すなわちコミュニケーションの余地は生じ

ない。一方， GDMで学ぶ英語は自分の思う

ことを言うための自分の言葉である。そして，

“here"や“there" という言葉の意味の相

対性を例に挙げるまでもなく，各々が自分の

。。つο



関係するシチュエーションについて思うこと

は必ずしも他と同じではないから，発せられ

る言葉も異なってくる。そもそも，その差異

があるからこそ，コミュニケーションの意義

もあるのである。先日などは，“Itis here." 

と“Itis there."という異なるセンテンスを

堂々と同時に言ってよいのだと理解した生徒

は，にわかに発言の自主性が向上するという

ことに気付いた。

これは筆者自身の生徒としての経験から

も，今の自分の生徒の観察からも言えること

であるが， このように各々に固有の思いを語

る自分の言葉を交換する GDMの学びの中

で，生徒はコミュニケーションに内在する相

対性や他者性といった問題を，それらの哲学

的な言葉を知らずとも肌で認識するようであ

る(日常の日本語でのコミュニケーションで

それを認識している生徒にとっても，英語を

使ってでもそれと同質の，偽物でないコミュ

ニケーションが可能であることを発見するこ

とは重要である)。生徒たちは，常に他の生

徒や教師を意識しながら発言し，また他の生

徒や教師の発言をよく聞く。そこでは，教師

から生徒へという強制的なベクトルの教育の

束ではなく，教師も生徒もランダムなベクト

ルで結ぼれた，円環上の社会的な学びが形成

されている。コミュニケーションの手段とし

ての英語を学ぶ環境をそのようなものにしう

るという点で， GDMは高く評価されるべき

だろう。

(東京大学 2年文科E類， リンガ・ランゲー

ジスタジオ非常勤講師)

成人クラスのひろがり

6年前に地元の横浜市緑区市民活動支援セ

ンターにボランティア登録をしました。それ

以降毎年 2"'3回，区のイベントの時に種

蒔きのつもりで，成人または小学生対象の体

験授業を行ってきました。夏休みに授業に参

加したある小学生の親から「あの授業が親子

共に忘れられない。Jと秋になってセンター

に電話されてきたと聞きました。また，授業

を見ていたカウンセリングの方からは「本当

のコミュニケーションですね。Jと言われま

した。一方で参加者のいない時もあり，次の

プログラムで待機していた太極拳グループの

人たちが見かねて生徒になってくれたことも

あります。そんな出会いも楽しいものです。

その支援センターの紹介で， GDMクラス

がひとつできた経過をお話したいと思いま

す。

加藤准子

地区センターの講座

1年前，自宅近くの地区センターから連続

6回の英会話講座の依頼がありました。これ

こそ期待していたチャンスと考え，ぜひとも

成功させたかったので， GDMの特色をどう

伝えれば共感してもらえるか，考えをめぐら

せました。

共通の土台

当日 17名の方が早めにそろっていたので，

往く道で取っていった葉つばを手に取り，感

触を感じてもらいながら，五感を使って学ぶ

方法ということから GDMの説明に入りまし

た。その後で「教室で習った範囲の言葉で話

すようにしてほしい。コミュニケーションは

相手に通じてこそなので，同じ土台に立って

ほしい。Jということを強くお願いしました。

たった一人参加の男性には「絶対やめないで

くださいね。Jと声をかけました。全 6回で，

ハヨqu 



p.18まで進み実力のある方が多いように見

えましたが， I今まで暖昧に使っていた部分

がはっきり分かった。」という感想を聞きま

した。無事にひとつの目標を果たすことがで

き，私はとても happyでした。

自主グループの発足

その後，継続希望者が 8名残り，その中

に積極的に動いてくださる人がいて，会場の

確保や，約束事を決めて，準備してください

ました。

同じ地区の住民ばかりなので，もしトラブ

ルやストレスになったら， ，という不安もあ

りましたが， GDMの力にゆだねようと決め

て自主グループとして再スタートしました。

5名が新たに加わって 13名のクラスとなり

当番制で世話もして下さるので，私は授業以

外の心配がなく，大変助かっています。隔週

90分授業で， payもきちんといただいてい

ます。

副産物

だれでも人と出会いたい，学びたいという

気持ちがあるものですが，遠くまで出かけて

行く時間，体力，ゆとりもない人が多いと思

います。

GDMは授業中，時々向かい合うほかはほ

とんど同じ方向を向いて， 自分の言葉で事実

のみを話し，余分なことは言わない(言えな

い)やり方なので，程よい人間関係が築ける

のではないでしょうか。見方が同じだ、ったり

違ったりして，おもしろいという心のふれあ

いがあると思います。これを豊かな時間だと

感じる方が集まり，続けられるのでしょう。

楽しそうな表情を見ていて，英語力の方が副

産物かもしれないと思うくらいです。そして

私自身同じ街に住む方達と知り合うことがで

きたのを喜んでいます。

ライフワーク

地域活動に GDMは向いていると確信でき

ます。講座の応募者数から見ても，英語を話

したいという中高年のニーズは高いです。地

方によってシステムが違うと思いますが，ぜ

ひ可能性を確かめてほしいです。

GDMは完成されたメソ ッドなので，私

でも「初級の英語を教えることができま

す。Jと言えること。大きなバッグに boxes，

balls， picturesなど詰めて行き，動きなが

らやるので， Iこれは他のやり方と違ってお

もしろいjとJ思ってもらえること。楽しけれ

ばきっと話題に出るので，生徒増は期待でき

ること。

おかげでもうしばらく，私のライフワーク

GDMを続けることができそうです。

(GDM英語教授法研究会会員)

生徒から見た GDMの授業

服 部 正子

しばらく前に 15年前の教え子から手紙を受け取った。私の定年退職のお祝いにと贈られてき

た花の鉢に添えられていたものだ。ったない私の GDMの授業を，こんな風に受け止めてくれて

いたのかと，とても嬉しかった。

この時期は英語が週 4時間有り， 1年の始めから 10月頃までは， EPにそって GDMだけで，

その後は GDM的に導入，練習をしながら教科書に移行した。

少々長いが，その手紙の 1部を引用したい。
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WMrs. 服部の授業は， 日本語訳を英語に替えるのではなく， 日本語とは全く違う別の表

現としてすんなり身体にしみこんできました。だからこそ， Iこの場面では，英語だ、ったら

何と言うんだろう ?Jと， どんどん話したいと思うようになりました。

初めは，英語の ABCも知らずに中学に入り不安でした。でもまっさらな英語力だ、ったか

らこそ，余計に授業も面白かったし，のめりこんだのかもしれません。

そして，英語をきっかけに他の言語にも興味を持ち， ドイツ語や中国語など，色々な語学

を楽しむことができました。

でも，語学を学ぶ本当の魅力は，実際にその言語を使う時だなあと思います。

ドイツに行ってドイツ語を使ったり，ニュージーランドで、英語を喋ったり・・・その国の

文化を体験して知るのは，本当に面白いことだと思います。

何年か前に愛知で開かれた万博では，共通言語が英語だったので，アジア~アフリカまで

色々な国の人たちと話ができてとてもおもしろかったです。

本当にこういういろいろな経験の原点は，中学の頃の英語にあると d思っています。

同じ頃，学校の荷物を整理していたら，授

業の感想、を書いたものがかなり出てきた。

GDMで取り組んだほぼすべての学年のもの

が取ってあった。読み返してみると，ひとり

ひとりの子ども達の顔が浮かび、， とても懐か

しかった。そして共通した声が沢山あること

に気付き，整理すれば生徒が GDMの授業を

どう見ていたのか，ある程度つかめるのでは

ないかと考えた。

生徒にとって GDMの授業は，次の 3つ

に大まかに分けられると思う。

①わかりやすく覚えやすい

②楽しく面白い

③集中し，考える力がつく

この 3点について，生徒の感想を引用し

ながらまとめてみたい。

①わかりやすく覚えやすい

1)実際に身体を動かしたり，物や絵，写真

等を使ったりして， 自分でも発言するの

で， 日本語での説明がなくても理解しや

すい。また，繰り返し発言したり，他の

人の発言も聞くので，覚えやすい。

2) 絵を見て文を作ることにより，実際の動

きと英文をもう 1度確認することにな

り，はっきり理解できるようになる。

3) プリントに書くことで，学習したことを

さらに整理・確認し，自分で絵を描いて

英文を作る練習を通して，学習したこと

をしっかり定着できる。

生徒の感想文(原文のまま部抜き書き)

*今日まで英語をやって， 日本語で表さなく

ても動作を見ているだけで，どんな意味な

のかが分りました。とてもすごいと思いま

した。

*ノートをまとめる時に絵を描いてやると，

すごくわかりやすいし，楽しくできるから

いいと思う。それにプリントがいっぱい出

るから， Iこういう事ゃったんだjと復習

できる。

*始めのうちは教科書をやらないなんてつま

らない，と思っていました。でも今は，始

めから教科書をどんと、んやってたら，頭が

混乱してわからなくなっていたかも，と思

います。

*僕は最近英語の授業で習ったことを，時々

日常の会話でも使うようになりました。授

業で分らなくても， 日常使っていればなん
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となくでも分るようになりました。最初は

教科書を使わない授業なんて，変わってる

と思いました。そして教科書を使う授業を

やる時，良くわかりました。そして，最初

から教科書通りにおぼえないで，その言葉

からやると良くわかるようになるのかと思

いました。

*教科書を見て暗記するんじゃなくて，一人

一人がわかるまで動作でやってくれるか

ら，みんながわかっていい。あと教科書よ

り覚えがはやくて発音がうまくなる。

*あまり先生が日本語を使わずに教えてくれ

るので，知識だけでなく感覚でも覚えられ

るので良いです。

*先生の授業は始めは「こんなのやってど

うするんだよJって思っていました。け

ど，今までやってきて考えが変わりました。

ノートの上だけでやるのもいいけど，やっ

ぱり将来英語を使って話したい。なので，

先生の授業は分りやすい。理屈ではなくダ

イレクトにわかる気がします。

②楽しく面白い

1) I今日は何をするのだろうJという期待

感を持ち，初めて学習する表現(文)が

どんな意味か考え，分かつた時に楽しさ

や面白さを感じる。

2) 自分が発言するだけでなく，仲間の動き

を見たり発言を聞く中で，.1ああ，そうかJ
と理解が深まり，共に学びあっていると

いう楽しさを感じる。

3) 少ない語葉でも，習ったことをすぐに身

近な場面に応用して，声に出して使える

ということに楽しさを感じる。

生徒の感想文(原文のまま部抜き書き)

*中学生になって，生まれて初めて英語とい

う外国の言葉を学習して何よりうれしいこ

とは，英語を自分の口に出して言えるとい

うことです。それと英文だけでなく，絵が

あるという所もとてもおもしろいと思いま

す。私の予想していた授業とちがうけれど，

こっちの方がいいです。

*英語のじゅぎょうはなんか楽しい。ほかの

じゅぎようとちがって 先生の話をずっと

きいているわけじゃなく， 自分たちの発言

がとてもおおくてたのしい。

*いつも思うけど，英語の授業は書くだけで

なく，聞いて覚えて自分も発言するから楽

しい。書いて覚えるより，真剣に聞いて発

音した方が覚えやすい。

*英語の授業ははじめつまんねーと思ってい

たけど，やってるうちに何だろーとかへー

とか思う場面がたくさんあって，とてもお

もしろいたのしい授業になってました。

*教科書とプリント (GDMの授業)を比べ

ると，プリントを使う授業の方が楽しいで

す。普段生活していても，頭で今“1see 

the book."だとか思うようになり，とっ

ても楽しい。

*中学校に来る前は英語=嫌な教科のイメー

ジが強かったけど，基礎から始めるので分

りやすく，分った時の嬉しさがいつしか楽

しみに変わり，英語とも親しみを持てるよ

うになりました。

*はじめのうちは，先生が英語で説明してく

れているのが自分にわかるかな?と，思って

いましたが，先生が何度もくり返し言って

いるのにあわせて自分も口に出して言って

みたり，他の人があてられている時，その

人よりも自分の方が早く答えがうかぶかた

めしてみたりしているうちにけっこうわ

かってきて，教科書を使わなくてもわかり

やすく英語の勉強ができるんだ、と思ってい

ます。

*生徒に前に出てきてもらって，黒板に書い

てもらったり，マグネットをはらせるのは

いいと思う。先生がやるとすぐできちゃう

けど，みんながやると悩みながらやるから，

前に出てない人たちも良くわかると思う。

η
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③集中し，考える力がつく

1) 日本語での説明無しで，実際の場面で復

習しながら新しい内容を導入するので，

おのずとしっかり見て，聞く姿勢が育つ。

2) 新しい学習内容を理解するためには，よ

く見て聞き，自分で考えなければならな

いが，考え分った時の喜びはとても大き

く，次への意欲につながっていく。

3) 学習したことを日常生活に応用しやす

く，実際に使ってみることでさらに理解

が深まり，この場面ではどう言うのかな，

と考えるようになる。

生徒の感想文(原文のまま部抜き書き)

*自分で考えて学ぶことの楽しさ，やろうと

いう心がまえが大切なんだなあと思いまし

た。絵でこんな場面ゃあんな場面というよ

うに，色々な場面に合わせて教えてくれて，

身近なものからだとわかりやすくとてもお

もしろいです。

*字で書く時も，小学校の頃にローマ字を

ゃったけどいまいちよく書くことができな

かったけど，書くのにもなれてきました。

疑問に思ったのは. Youにはなぜ 2つの

意味があったのか.ltの時には“人"を数

えなかったのに. Theyでは人が何人いた

か数えるのかです。こんど調べておきたい

です。

*英語の授業を受けていて，ぼくは「なぜa

と書いてあるのに発音してみると『エjWイ』
に聞こえるんだろうJと様々なことに興味

を持つようになりました。

*教科書に入る前の授業は 1つの単語にも

いろいろな意味があることがわかった。教

科書にはいると. 1つの単語には決まった

意味があるように d思った。

*私としては教科書に入る前の授業の方が好

きです。なぜなら前まではまず先生が文を

しゃべってこちらの方が何と言っているの

かなとか， ここはこういう意味なのかなと

か考えられたので. r自主的Jな勉強につ

ながっていたけど，教科書の場合熟語の訳

はすでに載っているし，文もすでに書いて

あるので，聞き取りの練習としてもあいま

いになってしまいます。

*テストも 3回目で授業もたくさんやり，

英語にはだいぶ慣れてきました。またむ

ずかしい going等が出てきて大変だけど，

むずかしいのを知れば知るほど英語が楽し

くなってきていると思います。授業ではい

つ新しい単語が出てくるかと，先生の口だ

けに注目してしまいます。

【3年間の授業を振り返って】

*私が印象に残っているのは 1年の時です。

私は中 1で初めて英語を習ったので，授

業がすごく楽しみでした。特に最初の授業

の日だ、ったと思いますが，家に帰ってか

らは，テレビとかイスを指して“it"とか

“they"と言っていました。たった 2つの

単語でも，私にとってすごく大切なもので

した。いまでは“it"や“they"も何気な

く使っていて，あまり大切さを感じなく

なっていますが. 1年の頃の嬉しさを思い

出しながら，単語の 1つ 1つを大切に使

いたいと思います。

*おもに 1年の時の日本語を使わない授業

が印象に残っています。すごく身につきゃ

すいと思ったし，いつもあてられて口に出

して英語を話す機会があったので，すごく

楽しかったです。

*最初に授業を受けた時，はっきりいって「な

んじゃこりゃJと思いました。これで受験

に対応できるのかも心配でした。でも今思

うと，何 1つむだはなかったように思い

ます。例えば問題をやっていてわからない

文が出てきた時，あの先生のインパクトの

強い身振り手振りの教え方を思い出してわ

かった時も何度もありました。それに何よ

りも興味を持つことができました。
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*まず印象に残ったことは， 1.2年の頃やっ

ていた棒人間のプリントです。あれは最初

はちょっと不思議に思いましたが，今に

なってみると，そのおかげで力がついてき

ているように思います。

* 1番最初の英語の授業の時は，想像して

いたのと全然違いました。中学の英語は

もっと文法ばかりかと思っていました。コ

ミニュケーションをするのが英語を習う理

由なので，文法は文の構造を理解する程度

が限度だと思うので，とても良い授業だと

思います。今でも時々「これはどう言うん

だ、つけJとd思った時，先生の英語を思い出

すことが多いです。耳から覚えるのはずっ

と残ると思います。でも， 3年になるとさ

すがに教科書ばかりで， rIJ rYouJは，

どうした?と d思ってしまいます。

多くの生徒が GDMの授業を受け入れ，楽

しんでくれたように思う。日本語訳を求め，

どうしても受け入れがたいと感じる生徒も 1

部いたが，教科書に移行すると，安心してい

た。

GDMの授業は，教える側はもちろん，生

徒も楽しんで学ぶ素晴らしい教授法だが，現

実にはなかなか公立中学校に広まっていか

ず，残念でならない。何が問題で広がらない

のかよく考えるが，おそらく次のようなこと

ではないだろうか。

1) GDMの手法を身につけるのに，かなり

時間がかかる。日々忙しく追われている

と，明日の授業のヒントは欲しいが，じっ

くり勉強する時間や準備の時間が取りづ

らい。良い方法だと思っても，つい敬遠

しがちになる。

2) 公立中学校は， 1クラス 40人に近い生

徒数である。そのため，生徒全員を集中

して見たり聞いたりさせることは，大変

難しい。大きな物や見やすい絵，分りや

すい動作など，様々な工夫が必要とされ

る。また，全員が参加していると実感で

きる situation作りの工夫がむずかしい。

3) 考えることが面倒だと思う生徒が少しず

つ増えているように思う。そういう生徒

は，すぐに答えが出ないと落ち着かず，

あきらめやすい。また， 日本語での説明

が無いと不安だ、と感じがちである。そう

いう生徒達をどのように授業に捲き込ん

でいくか，考え工夫しなければならない。

4) 2クラスを 3分割して授業を行う少人数

授業が多くの学校で導入されてきてい

る。生徒数が少なくなるのは良いが，学

習内容，進度，指導方法などを 3グルー

プで揃えなければならないなど，厳しい

制限が付くことが多い。

これらのことを考えると， GDMで授業を

行える環境は，ますます厳しくなってきてい

るように思う。しかし，教える側も楽しく，

生徒達が「考え，わかる楽しさjを一人でも

多く身につけてくれるよう， GDMの授業が

多くの場所で行われるよう願ってやまない。

(多摩市立多摩中学校)
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今こそ求められる GDM

， rコミュニケーション英語Jとは何?

「高校でも英語だけで，授業を!Jという

2008年秋の新聞の見出しにび、っくり仰天!

何を今さら。

とうの昔から私達は中学校でやっているこ

と。「教科書を使わない(実際は使用)変な

先生Jrこんな教え方英会話学校の00みた

い。(実際は全く反対)J r受験に対応できないJ
等々Jと批判されつつ，それにもめげずに。

自分の立場で考えて言ったり，書いた

りするため，おうむ返しではない。

communication活動重視授業

と一般に言われる

ご、っこ遊びゃ真実でないことを含み，

繰り返しゃ考える必要性の少ないもの

が多い。

2 新指導要領でも再度取り上げられている

「コミュニケーション能力の育成jとは?

携帯メールが盛んな昨今，人の顔(目)を

見て話ができなくても，メールならどんなこ

とでも言える，その結果自分は傷つきたくは

ないが，相手を傷つけ批判的なことは言いた

い(書きたい)放題という現象が起きている。

話を聞いてくれる大人には“ごろにゃん"と

すり寄ってくるものの，無関係な相手とはコ

ミュニケーションをとることには無関心，言

葉のキャッチボールなど，とんでもないわけ

である。ブログ、への書き込みゃ言葉のやりと

りの激しさも恐ろしい。関心のない友達の輪

の中にいない生徒同士は，学年はおろか，ク

伴野温子

ラスの中の人の名前も知らないという事態に

なっており， r相手を思いやるJr相手の立場

にたって考えるjなどということは，かなり

苦手なのである。

また，かく言う大人である教員も派閥(グ

ループ)化したり，大人げない行動を取った

り，教育者と言うには，偉る存在である人も

いる現実も忘れてはならない。

3 この大人も子供も communicationのと

りにくい時代だからこそ，あえて rGDM

を学習しようjと言いたい。新学習指導

要領のお題目にいくらあげても，その気

持ちが伴わない中では，形だけで終わっ

てしまうから。

「空港にて。税関のチェックです。J
“Your name， please. What is the 

purpose of your trip ? さあ，やってみま

しょう。

「次はハンバーガーショップです。J
“May 1 help you?" "One cheeseburger， 

please. 

まるでファーストフード庖の日本版マニュ

アル「いらっしゃいませ， こんにちは。jの

パターン化されたものと同じではないか。そ

れと同じ表現を言われなかったら，何と答え

るのであろうか。それらの言い方をただ丸暗

記するだけでは，本当の自分の発した言葉と

はならないであろう。

では次にこれから求められる GDMの特徴

をまとめてみたい。

くGDMの特徴とは>

1) 人と人の間の本来の(意味での)コミユ

ニケーションをとる。

2)言葉の意味は SEN-SIT (sentence & 
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situation)で実感する。

3) big wordsを使わず，手持ちの語葉をや

りくりしながら使いこなす。

4)ゲシュタルト心理学に基づ、いた系統だ、つ

た明解な理論を背景に，帰納的な規則に d

従って，学習する。

5) 指導法は母語を媒介とせず，音声を重視

し，外国語で直接に教え，同時に考える

力も養う。

6) メタファーを用い，具体から抽象ヘ，空

間や時間の流れの中で教える。

更に付け加えるとすれば，たまたま同じ時

に，同じ空間〔教室=仮説実験室〕を共有し

ている人(現実的には関わりを持ちたがらな

い同士であっても)との中で， I日本語は使

わないJI今まで習ってきた語を駆使して表

現するJ等の暗黙の了解で，ある一定のマナー

を守りつつ，今ある situationを共有しあう

のである。

4 今までなされてきた指導方法とその問題

占

訳読方式の批判から， I英語のしゃべれな

い日本人J故に， Iコミュニケーション能力

の育成Jの大切さに繋がっていったのであろ

うか，学校の各教科の授業でも，塾さながら

の教師作成のパターン化された，単に語を穴

埋めしさえすれば，正解が得られる，あまり

体力，知力を要しない，楽な学習方法が多く

見られるようになり，英語学習でもご多分に

漏れず，きちんとした英語の文章を言ったり，

書いたりする機会が少ない。

5 GDMへの批判と今後の課題

1) I日本語の説明がないからわからないJ
という生徒がいる。(あいまいさが不安

である)

2) 集中力，持続力が要求される(どんな授

業もそうであるが)。見そびれたり，聞

きそびれたりするとわからなくなる。欠席

が続くとそのケアもしなくてはならない。

3) 帰納的な思考を要求される。

4) 手作り教材等の授業の準備が大変であ

る。

5) 検定教科書との兼ね合いや，指導者育成

に時間がかかる。

6) 2クラス 3分割等の少人数授業では，他

の英語科の教員の協力なくしては不可能

であり， I興味深い，良い方法であるJ
と理解はしていても，条件が整いにくい

公立中学校での実施に至るには困難を乗

り越えなければならないため，あきらめ

る人が多い。

7)小学校で、は，学習指導要領に縛られない

ため，大変有用な指導法であり，現状で

は 5年生から始めるのが最も効果的で

あろうと考えられるのだが，なかなか小

学校からの賛同を得られないのが，残念

である。また， ここでは小学校の教員が

授業行うということは前提にしてはおら

ず，むしろ，きちんとした指導のできる

中学校の教員または，英語科講師が行う

ことを望ましいと考えられる。 GDMで

学んできた私立学校や塾の生徒，また少

しでも公立中学校で学んだ経験のある生

徒達が，検定教科書だけに捕らわれず，

学年枠も越えた自由な発想ができ，発展

的な思考が育っている生徒達が，大きな

力を蓄えて，更に成長した現実を目の当

たりにし，やはり GDM教授法のすばら

しさを再認識せざるを得ない。

以上のように様々な問題を抱えつつも，ま

ず「コミュニケーションとは何かjから問わ

れる現実を踏まえ， 日本語をきちんと使いこ

なせるような教育を優先し，そして次なる段

階はオオム返しゃパターンプラクティスに留

まらない， I自分の立場にたって考え， 自分

の言葉で発することのできる生徒Jを育てる

ことに中心をおく，決して派手さこそない
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が，地道に自分で発見しながら学習していく

喜びを見つけられる GDMが，今後更によい

授業を目指して，絶え間ない研究と共に発展

し，子供から大人まで，様々な段階の学習者

に受け入れていただけることを願ってやまな

い。そうなれば，脳の活性化はもちろんのこ

と言葉のキャッチボールによって，コミュ

ニケーションの力も育まれていくものと，私

は思うのだが。

(江戸川区立東葛西中学校)

編集者として最後に

一教育の方法と学習者の学びから見た GDM-

1. GDMにおけるカリキュラム，評価と知識

観は?

カリキュラム (curriculum)はラテン語

の「走るJ(currere)から由来した言葉で「走

るコース，走路，ランニングコースJのこと

を言います。一定の教育の目的に合わせて，

考え出された教育内容とその決まった修業年

限の問での教育と学習を総合的に計画したも

のを指し，学習には当然あるべきものという

暗黙の了解が私たちにはあります。しかし，

カリキュラムには 2つの大きな流れがあり

ます。カリキュラムというコトバが最初に教

育用語として登場したのは 1582年ライデン

大学 (Uni versi tei t Leiden)です。ライデ

ン大学は 1575年創設のオランダ最古の国立

大学で， 17 '"'"' 18世紀には，人文学，天文学，

解剖学，植物学，物理学，化学などの部門を

もっヨーロッパで有数の大学となりました。

欧州でも指折りの日本研究及び日本語教育の

拠点としても知られ，国立民俗学博物館には

シーボルトが持ち帰った貴重なコレクション

が眠っています。ライデン大学はカルヴァン

派神学の中心であったため，教会や国王の締

め付けは強く，大学の教授や学生への教育課

程への統制がなされ， 自噸と榔捻の意味を込

めて教育課程をカリキュラム (curriculum)

=定められたコース=有無を言わさず学ばさ

れる内容と呼んだものが一つ目の流れです。

二つ目は， 20世紀になってアメリカにおい

磯野 秀 仁

てカリキュラム (curriculum)の意味は大

きく意味に変化がもたらされました。デ、ユー

イらの進歩主義教育者の考えるもので学校に

おいて教師が創造し子どもたちが経験する学

習の全て=走路=学びの履歴というもので

す。

しかし，カリキュラムの次元=どこを軸

として考えるか?によってカリキュラムは

次の 6つに細分化されます。①国家が定め

るカリキュラム(=学習指導要領)②教育行

政が示唆していくカリキュラム③教科書会社

が作りだしていく教材や教科書(=カリキュ

ラム)④学校が基盤となって作りだしていく

カリキュラム⑤教師が構想し構成しているカ

リキュラム⑥子どもたちが経験しているカリ

キュラムです。これら 6つも大きくはカリ

キュラム=計画→年度始めに立られた教師に

よってあらかじめ準備されたプランとカリ

キュラム=学びの履歴→年度末に教師と学習

者が一緒作り上げていった学びの経験の全て

といふうに別な視点からの 2つにもまとめ

ることもできます。私たちはどの次元でカリ

キュラムというコトバを使用するかやどの様

な考えを持ってカリキュラムをとらえてよう

としているか意識的になる必要があります。

また，上からのカリキュラムの力が教室で強

くなればなるほど教室の学びを語るコトバは

やせ細っていくことにも気づいていなければ

なりません。
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カリキュラムを編成するときに 3つの型

があります。第 1は階段型カリキュラム:

これを学ばなければ次に行けない=行動主義

プログラム型です。計算，などのように基礎

的な技能に有効で誰もが同じルートで学ぶの

で評価がし易く，到達度が見え，容易で絶え

ず競争が要求されます。効率的，決められた

量を処理するが多様性を認めないものです。

第 2は登山型カリキュラム:同じ内容を学

ぶがアプローチ(=学び方)に多様性と佐方

に違いがあります。目標やゴールが大事では

なく経験の内容に意味があります。評価に難

しさがあります。目的や価値に違いがあるか

ら学びの経験が成立するためには経験豊かな

精通した教師が必要です。 21世紀の教育の

求める学校カリキュラムの多くの部分は理解

や意味，表現に力点が置かれるべきです。そ

して，過剰な知識の伝達と習熟に基づいた

階段型アプローチから脱却が必要です。第 3

は登山型でも階段型のようなガチガチの配列

ではない螺旋型カリキュラムがあります。同

様の教育内容が，その内容を深めながら上級

の学年で繰り返されるカリキュラムを言いま

す。教科における基本概念の構造を習得する

ために，それらの連続的な発展性を重視した

学習を行うためのカリキュラムです。ブルー

ナーは，螺旋型カリキュラムを教科の構造と

子どもの認知的発達に対応したものとして重

視しました。ブルーナーは，子どもの認知発

達は直線的に発達するのではなく，各段階を

螺旋的に発達すると考え，それを反映したカ

リキュラムの構造が重要であることを主張し

ました。次のような考えに基づいて配列に注

意が払われています。

0知識はそれぞれの要素に分けて，それぞれ

の目標毎に段階的に習得されるわけではな

しし

0知識には構造があり，連関があり，全てが

段階的に序列的に配列されるものではな

い。

0あることが学ばれることが次のものに生き

ていく。

Oあることが欠けることによって次のステッ

プも上手くいかない。

0あることが学ばれることによって次々に発

展していく。

Oある段階でつまずいたが次の段階で習得さ

れることによって下の段階がリカバリーさ

れるように知識は一方向的にあるのではな

しし

そして，数学には数学の，生物学には生物

学，言語教育(母国語や外国語)には言語教

育としてのの語り口や論じ方があります。そ

のために言語教育においては「コトバへの気

づきJ，r外国語を相対化することJに精通し

た教師が必要です。

EPは階段型，登山型カリキュラム，螺

旋型によるカリキュラムいづれのアプロー

チなのでしょうか?リチャーズはコース

デザインをするとき，次の 3つ "organic

sequences" (有機的順次性)， "reduction 

of distraction" (気を散らかすことの縮

小)， "providence" (準備)を学習者への心

理面で配慮するべき重要な配慮条件と考え

ていました。その中でリチャーズは例えば

EPlで aman (p8) → my hand (p11) 

→ your hats (p13) → hats (p17) と

しました。対-して Teacher'shandbook 

では myhand → a nose → my hands 

→ books。ある年の春期セミナーでの提

案 yourbag → your bags → bags → a 

bag。あるデモにおける提案された順序 my

pen → my pens → a hand → handsはど

のようなカリキュラム観と知識観に基づいて

いるのでしょうか?

今，学力問題が社会を賑わせています。ど

んな教え方をしても学力差は出てきます。ど

の様にすれば正規分布を高いレベルに，低い

子どもの学力を上げて差を縮めてもっていけ

るかが実は大事な課題なのです。学習が飛躍
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的に伸びている場合とは異質な能力や個性を

持った人々が協同学習，協力し合ってする場

合です。多様な能力を持った子どもたちが多

様性を発揮しながら多様な個性を摺り合わせ

ながら協同で学ぶことが実は大切なのです。

評価には 2種類があります。

量的評価:教育の研究にとって必要なのは

結果である。教室の出来事はど

の教室も似たり寄ったりで同じ

ようにカテゴリ一分析し，計算

し，評価可能である

質的評価:教育にとって大切なのは結果を

導いた教室での出来事。その出

来事の意味を解明することが大

切。教室の事実はどれもその教

室固有のものであって，特殊性

を持っていて他の教室の事実と

は異なる。

どの教室にもどの教師にも与えてもだい

じようぶな教材，カリキュラムはあるので

しょうか?教室での生徒の学びの経験，教室

の出来事の解釈は一義的なものでしょうか?

それとも多義的なものなものなのでしょう

か?どのように授業を振り返り，学び合った

らよいのでしょうか?GDMにとっても質的

な面からの振り返りが大切だとという考えを

私は持っています。

2. 学びを支える 3つの学習心理学と GDM

1つ目は行動主義による学びです。「学び

とは行動の変化であるJという考えです。刺

激と反応によって行動の変化することが学習

である定義されたのが 1960年代です。スキ

ナーのプログラム学習に代表され，ティーチ

ングマシーン，行動目標，オペラント条件づ

け，スモールステップ，即時フィードバック

が特徴です。 1960""'"1980年代にはブルー

ムにより完全習得学習が提案され，教育目標

の分類学，形成的評価が提起されました。

2つ目はピアジェの発達理論に代表される

学びです。「学びとは認知構造の変容である」

という個人的構成主義による考えです。環境

との同化と調節による認知スキーマの発達を

学びと捉えました。

3つ目は，ヴィゴツキーによる学びの考え

です。「学びとは活動による意味と関係の構

成であるJという社会的構成主義による考え

方です。“人間"は「道具Jと「言語Jによっ

て媒介された「活動Jによって高次精神機能

を発達させたと考え，次のような図で個人の

活動を考えました。

く活動の三角形(個人単位) > 
道具

主体 対象

Vygotsky， L.S. W思考と言語(原著 H

(1932) 

Thought and Speech 

(1962) 

道具とは物理的な道具や心理的な道具言語

や記号といったシンボルや表象，モデル，理

論を意味します。ここでは学びにおけるコ

ミュニケーションの意味，協同の意味と学び

が社会的コミュニケーションにおいて起き，

次に個人の心理的，内的過程において起きる

ことが特長です。また，言語は①コミュニケー

ションの道具としての「外言J②思考の道具

としての「内言Jに分けられます。子どもの

言語は最初から社会的なものです。子どもは

コミュニケーションを通じて社会的な言語を

「内化Jしていきます。発達はまずコミュニ

ケーション(外言)という社会的過程として

成立し，次にその「外言Jが「内言Jとして

「内化」される心理的過程として展開すると
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ヴィゴツキーは考えました。そして， I科学

的概念J:コミュニケーションにおいて現れ

る一般化された概念であり， I生活的(自発的)

概念J:学習者がすでに経験を通して体得し

ている概念です。「科学的概念Jは「生活的(自

発的)概念Jを一般化されたかたちで獲得さ

れるわけではありません。下から上ではあり

ません。「科学的概念Jが「生活的(自発的)

概念jへと「内化Jされるのが学びです。上

から下です。ヴ、ィゴツキーはまた「科学的概

念jを「外国語Jに置き換えることが出来る

とも言いました。「外国語Jは随意性がなく，

自覚的です。文法→読み・書き→聞く過程を

通ります。そして， I生活的(自発的)概念」

を「母国語Jに置き換えました。随意性を持

つが自覚的性を持ちません。聞く→読み・書

き→文法の過程を通ると言いました。

H科学的概念」は「生活的(自発的)概念」

を通じて下へ成長します。「生活的(自

発的)概念Jは「科学的概念」を通じて

上へ成長する。「生活的(自発的)概念J
は「科学的概念Jによって踏みならされ

た自分の発達経路の上の部分を急速に通

過し「科学的概念jによって用意された

構造によって自己を改造する。』

『思考と言語jp317 

「子どもは母語を無自覚的・無意図的に習

得するが，外国語の習得は自覚と意図か

ら始まる。それ故，母語の発達は下から

上に進むのに対し，外国語の発達は上か

ら下へ進む。j

『思考と言語jp319 

「ゲーテの格言を理解する必要がある。外

国語を知らない人は，自国語も本当には

知らない~思考と言語j p321 

また，ヴィゴツキーにはもう 1つ重要な

考えである「発達の最近接領域Jを提起しま

した。発達には「一人で到達できる段階(現

下の発達水準)Jと「教師や仲間の援助によっ

て到達できる段階(明日の発達水準)Jの2

つがあります。 2つの問の領域を「発達の最

近接領域Jと呼び，教育と学びは「発達の最

近接領域jで行われるべきである。学校は「科

学的概念」を学ぶ場所であり，その学びはコ

ミュニケーションを媒介として展開され， I科
学的概念Jを活用し応用する経験を通して，

その概念が「内化Jされ身につく。学び手は

他者とのコミュニケーションにおける「科学

的概念Jの「真似びJによって行われる(真

似て，借りて，説明してみる→具象化する=

学び)。

ヴ、ィゴツキーはピアジェと異なり学びは個

人主義的な活動として認識されるのではなく

協同的で社会的な活動であると考えました。

教師や仲間の援助によって到達できるレベル

で教育すべきであると考えました。個人のレ

ベルから集団のレベルで活動を考えたのが

フィンランドの教育改革の推進者の一人エン

ゲストローム(ヘルシンキ大学・カリフォル

ニア大学)です。

道具

ルール 共同体 分業

そして，次のような指摘をしています。

く〉集団にはコミュニティー=共同体が存在す

る

く〉共同体にはあるルールが存在し，分業があ

る

く〉ルール，共同体，分業を設定することによっ

て個人の活動が社会的文脈，組織性を獲得

する

く〉主体はルールを媒介にしてある対象に働き

かけ，活動する

く〉主体は道具を媒介にして共同体に働きかけ

ている
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く〉主体はある共同体の中で行われ対象に働き

かけている

く〉主体はある共同体の中に埋め込まれ，その

共同体はある社会組織のルール，その分業

形態を元にしている

4. 共同としての学びと互恵的な学びから見

た GDM

学びとは一人で行うものではなく，絶えず

他者と協同で行うものです。エンゲストロー

ムは『拡張による学習j(P30)で「コトバ

とモノとの聞には直接的な対応はなく，コト

バとモノとの関係は常に人間によって構成さ

れている。意味はとは構成体である。意味の

構成は人間に固有な活動のタイプである。j

と述べています。

しかし，シンボルと指示対象の関係の構成

はをもっぱら純粋に思考過程，つまり個人の

心的過程ではない。シンボルは社会一歴史的

に生み出され伝達されます。佐藤学は「ある

事柄を学ぶときはある対象世界との出会い対

話を行っている。J.I新しい世界，未知の世界，

未知の他者，未知の自分との出会い，自分自

身の内面で葛藤や反省を通して自分の良さを

追求して新たな自分を作り上げていくことで

ある。」と 3つの学びを指摘しました。つま

り，第 1が，モノやコトとの出会いと対話(文

化的実践)です。認知的なレベルにおける学

習，認知的な意味，表象，シンボルは絶えず

その文化や社会の中に埋め込まれています。

しかし，学びはとかく認知的な実践に限定し

てとられ，授業の振り返りもこの分野に限定

されがちです。ガードナーも言語・語学的知

能，論理・数学的知能，博物学的知能，音楽・

リズム的知能，身体・運動感覚的知能，視覚・

空間的知能，対人的知能，内省的知能の八つ

の基本概念 (MI)を提唱し，人間の知性が

単一のものではなく，多重して存在すると考

えました。また，異なる年齢や発達段階にあ

る子どもたちは，異なるニーズをもち，異な

る形態の文化情報に注意を払い，異なる動機

から，異なる認知システムで内容を理解しま

す。このように個性的な学びをする学習者一

人ひとりには，多彩な知性が存在し，いずれ

かに優れていたり苦手だったりします。学校

教育ではとかく言語・語学的知能，論理・数

学的知能に重点が置かれ博物学的知能，音楽・

リズム的知能，身体運動感覚的知能に関心が

持たれていなかったともガードナーは言い

ました。学び手には対人的知能の面から第 2

の他者との出会いと対話があります。学びは

教師や仲間との協同，関係の中で行われます。

学びは稽古とは違って教師を必要とします。

教室での事実から分かるように学びは大人の

援助を絶えず必要とし，教師との対話，仲間

との対話(interpersonalrelationship)個

人と個人との関係で社会的に行われます。

学びが上達すればするほど内面の葛藤や反省

そのものを含んだ学びを展開します。良さを

追求する，自分自身のアイデンティティを構

築する倫理的な学びが第 3のガードナーも

言う内省的知能の面からの学びです。 GDM

で教えている教室における学びを対話的実践

として第 1の認知的な視点以外の第 2と3

の視点から物語り，語る必要があります。今

まで知っていた他者，あの友だちならこう考

えるであろう，とんでもないことを考える，

自分では予想がつかないことを考えるような

出会いや対話，自分自身を絶えず新しく発見

する，自分自身を新たに生み出していくよう

な対話的実践となっているだろうか?という

視点から GDMにおける学び手を語り，発言

や表現のつながりから問い直す必要がありま

す。互恵的な学び，相互の共同によって個人

では達成できないような高度で豊かな学びを

達成していきます。学習者の能力や個性や文

化の多様性が相互の学びを豊かで確かなもの

にする，個々人の断片的な認識が共有される

ことによってより高い，より豊かな認識が共

同で形成され，その共同の認識が分かち合え
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ることが学びでは大切です。知識を断片的に

個人の頭の中に貯め込むことが狭い意味での

学びでしかありません。

5. GDMにおいて教師は授業をどのように，

構成し，実践しいくのであろうか?

GDMを実践する教師は教授過程(プロセ

ス=計画)をどうとらえているのでしょう

か?プランニングそれともデザインどちらを

基本のモチーフとしてイメージしているので

しょうか?プランニングとは目標がはっきり

しているときに使います。そのプロセスがコ

ントロールし易いときの計画です。デザイン

とは授業の現実はモノを作る，ある目標を達

成するように，シンプルな形ではなく，その

中は複合的で，困難かつ複雑な要素を含み，

絶えず教師は授業が破綻するかも，判断に迷

いながら決断したり，判断を先送りという危

機意識を持ちながらも授業の中でもう一度デ

ザインし直す行為をします。プロセスの中に

おいて絶えず計画の修正，さらに計画づくり

が授業の中で進行していきます。子どもだち

が積み木作りや砂遊びをしている時に見られ

るようにプロセスの中で「あっ良いこと考え

たJというようにさらに発展させ，さらに修

正していきます。脳科学者の茂木健一郎は「安

心して暮らしたいと思うのは当然だが，実を

堅くするあまり，生きることを活気づけてく

れるものまで排除してしまってはもったいな

い・・・自分が予想しない形で入り込んできて，

胸をざわつかせるものはいつの時代にもあ

る。組織の中での役割の変化，新しい出会い。

別れ。偶然の幸運。そのような思いもかけな

い訪問者とのやりとりを通して，私たちは成

長していく。」と言いました。リチャーズが

著書のタイトルをPlanとせずにDesignfor 

Escapeとしたことに納得させられてしまい

ます。ランパート (Lampert，Magdaline) 

が言うように授業は状況の中でと絶えず対話

しながらある判断を手探りでし，新しく計画・

構成をすること，授業はジレンマのやりくり

であると言えます。その様にとらえたとき授

業は上手い，下手ではありません。学習者の

学びが重要です。授業の振り返りの場は教師

にとって授業を通して何を学べたかという謙

虚な学びの場に変わらなければなりません。

初心者は上手くいった授業からしか学べない

が，学び上手な教師は上手くいかなかった授

業からむしろ多くのことを学びます。そして，

学び上手な教師からしか学び上手な学習者は

育ちません。

6. おわりに

2009ブレティンを通してどんな出会いと

対話があったでしょうか?片桐ユズルさん，

佐藤文彦さん，黒沢文子さん，松川和子さ

ん，此枝洋子さん，坪田英孝さん，後藤寛さ

ん，宮下玲さん，加藤准子さん，服部正子さ

ん，伴野温子さん，磯野秀仁の文章を通して

GDMによる授業から得られた技術や技能，

GDMという教授法がもたらす学習者の学び

から得られたもの，言語学習における科学

的知識や知見， GDMに関する内容的な専門

的知識や教育哲学を EP，Basic English， 

学習者，学習者同士の関係，教える人と学習

者の関係，教える私自身に関する問題等を

キーワードに知ることができたと思います。

読んだヒト同士で感じたことを語り合ったり

原稿を寄せていただいた方々と直接出会い対

話をして新たなる GDMの地平を切り拓らく

糸口に 2009ブレティンがなれば幸いです。

そして，最後に GDMに基づいて言語を教え

る教壇には物静かで声高に自己主張をせず，

細やかで丁寧，慎み深く学習者，EP， Basic 

English，仲間やこれまで関係のなかった人，

自己からよく学ぶことを誠実に瑞々しく続け

る者のみが立つことができるのだと考えま

す。

(山梨県上野原市立上野原中学校)
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。。。東日本支部月例会報告。。。
(2007年8月'"2008年 7月)

.2007年

8月16日"-19日 夏期英語教授法セミナ- YMCA東山荘

9月22日 (月例会) 田道住区センター

デモ put (BK1 p.15) 小林由明

トーク 生徒から見た GDM 栗城麻由

出石美緒

10月20日 (BE研究大会/月例会) コ田福祉会館

講演 日本の英語教育，不毛の原因と改善策 小高一夫

講演 ベーシックイングリッシュの背景，オグデンについて 相沢佳子

講演 BASIC teacherとしての室勝「方丈記J 新井等

11月23日"-24日(秋のセミナー/月例会) 浜京

11月24日 デモ How wi1l you make the roof? (BK2 p.34)新井等

デモ most (BK2 p.135) 菅生由紀子

12月22日 (月例会) 田道住区センター

デモ support (BK2 p.43) 竹内久枝

トーク GDM実践報告 加藤准子

.2008年

1月5日"-6日

1月6日

(わかる，おもしろい授業っくり/月例会) 三田福祉会館

ク

モ
一

デ

ト

ready 

GDMの先にあるもの

2月10日

2月9日"-10日 (BEワークショップ/月例会) フォレスト本郷

デモ

トーク

〈月例会)

デモ

トーク

(月例会)

デモ

トーク

5月17日 〈月例会〉

3月8日

4月26日

中山滋樹

佐藤正人

Robinson Crusoe 唐木田照代

Basic Eng1ishの語表を使って頭の体操をしましょう 参加者全員

下目黒住区センター

who (rel.) (BK1 p.111) 

音が生み出すイメージ

田道住区センタ-

every (BK2 p.23) 

ネット上でのベーシック活動

神奈川県民センター

when (conj.) (BK1 p.72) 

メタ言語の試み

国立オリンピック記念青少年総合センター

デモ

トーク

5月31日""'6月1日 (発音ワークショップ)

6月21日

7月 12日

(第 51回 GDM英語教授法公開講演会) すみだ産業会館

1.講演 GDMによる授業とは一英語で言うひとりごと-

2.体験授業 1)三時制 take 

2)関係調 which 
ム一品総/

 

A
E
 

捌

モ
リ

デ

国道住区センター

If (BK2 p.82) 
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多羅深雪

近藤ゅう子

黒瀬るみ

相沢佳子

大野晴美

片桐ヨウコ

唐木田照代

加藤准子

菅生由紀子

植田恵子



.2007年

9月30日

10月21日

11月25日

12月16日

。。。西日本支部活動報告。。。

月例会

デモ

読書会

発音トレーニング

月例会

デモ

読書会

発音トレーニング

初級セミナー

月例会

デモ

読書会

発音トレーニング

(2007年 9月，...， 2008年 8月)

大阪市立総合生涯学習センタ-

change (EP Book2 p.70) 

『書き・話す英語のキーワード 850j
“Talk in Basic English" 

大阪市立総合生涯学習センタ一

have (EP Book1 p.42) 

『書き・話す英語のキーワード 850j
“Talk in Basic English" 

大阪市立総合生涯学習センタ一

大阪市立総合生涯学習センター

Passive (EP 2 pp.154 '" 156) 

『書き・話す英語のキーワード 850j

此枝 洋子

河村有里子

麻田 暁枝

“Talk in Basic English" 

.2008年

1月27日 月例会 大阪市立総合生涯学習センター

デモ to-verb (EP Book2) 松川和子

読書会 『書き・話す英語のキーワード 850j

発音トレーニング “Talk in Basic English" 

2月10日 月例会 大阪市立総合生涯学習センター

デモ keep (EP Book 1p.96) 此枝 洋 子

読書会 『書き・話す英語のキーワード 850j

発音トレーニング “Talk in Basic English" 

3月15日， 16日 初級・中級セミナー INKYOTO /月例会

ザ・パレスサイドホテル(京都)

デモ goの復習から Whatへ(Booklpp.29 '" 30) 新井等

トーク 『小学校英語指導と言語技術指導の試み』

鳥居忍 (京都市教育委員会)

4月20日 月例会 大阪市立総合生涯学習センター

デモ like (EP Book 2 p.10) 河村有 里 子

読書会 『書き・話す英語のキーワード 850j
発音トレーニング “Talk in Basic English" 

5月24日 月例会 大阪市立総合生涯学習センター

デモ with (EP Book 1 p.37) 麻田暁枝

読書会 『書き・話す英語のキーワード 850j
発音とレーニング “Talk in Basic English" 

6月21日 (GDM公開セミナー inOsaka)大阪市立総合生涯学習センター

1.講演 WGDM授業と脳内日本語探索作業』

小高一夫(神戸学院大学講師)

2.ビデオ観察 WGDMによる 2007年度 6年生の授業』

松浦克己(小牧市立小牧西中学校教諭)

3.授業体験 n・2時間目のカリキュラムと指導法の紹介』

此枝洋子，松川和子，麻田暁枝

7月12日 月例会 大阪市立総合生涯学習センター

デモ see (EP Book 1 p.4l) 松川 和子

西日本支部総会

8月14日'"1 7日 夏期英語教授法セミナ一 日本 YMCA東山荘
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